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H－58号住居杜出土の台付長頸壷

前橋市埋蔵文化財発掘調査団
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2．大屋敷遺跡出土土器（古墳時代後期）
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3．大屋敷遺跡出土石製模造品

4．大屋敷遺跡出土臼玉



序

　群馬県前橋市は、関東平野の北西端に位置し水と緑に恵まれた人口28万余を

擁する県都であります。市の歴史は大変古く、初めてこの地に人々が住み始め

たのは、今から2万年以上も前の旧石器時代であるということが分かっており

ます。前橋の地は、永い歴史の中で古代においては「東国の奈良」、近世にお

いては「関東の華」と称され、さらに江戸時代末期から明治・大正時代にかけ

ては日本の生糸貿易を支える養蚕製糸業の中心地として発展した歴史の薫り高

い街であります。

　特に、大屋敷遺跡が所在する総社地区は、古代上毛野国の中心地域であり、

国指定史跡総社二子山古墳・宝塔山古墳・蛇穴山古墳・山王塔跡を始めとする

歴史遺産の豊富な地区として知られております。

　近年、都市基盤整備の必要性が高まり、この地区にも土地区画整理が実施さ

れることとなりました。歴史的に重要な地区となっているため、前橋市教育委

員会と前橋市都市計画部で、遺跡の取り扱いについて協議しましたが、現状で

の保存は難しいということで、平成4年度より道水路部分を中心に発掘調査を

実施することとなりました。本年度はその2年次に当たります。

　本年度の調査は、開発予定地の中央を南北に走る道路を中心に面積2，386㎡

の調査でしたが、古墳時代から平安時代にかけて103軒という膨大な数の住居

　　　　　　　　　　　　　　　ち坦：の外、溝肚5条・井戸玩3基等を検出し、地域史を解明する貴重な資料を得

ることができました。また、調査区中央に位置する住居堤から他に類例をみな

い台付長頸壺、大型器台、石製模造品等が出土したことも特筆されます。

　最後になりましたが、このたびの調査では前橋市大屋敷地区土地区画整理組

合の方々、前橋市都市計画部の担当者及び隣接住民の方々、さらに天候不順の

中、発掘調査・整理作業に従事していただきました作業員の方々の深い御理解

と御協力を得ましたことに心より御礼申し上げます。

　本報告書が総社地区の歴史を解明していく上で、少しでも参考になれば幸い

に存じます。

平成6年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団　長　　有　坂　　　淳



　　　　　　　　　　例　　　言
　　　　　　　　　　　　　　　おおやしきいせきに1』．本書は、前橋市大屋敷地区土地区画整理事業に伴う大屋敷遺跡■発掘調査報告書である。

2．遺跡は、群馬県前橋市総社町大字総社1946－1番地ほかに所在する。

3．調査は、前橋市埋蔵来化財発掘調査団　団長　有坂　淳　が前橋市大屋敷地区土地区画整理

　組合　代表者　大山栄一と委託契約を締結し実施した。

　調査担当および調査期間は以下の通りである。

　発掘・整理担当者　　大山知久・真塩欣一（前橋市埋蔵文化財発掘調査団調査係）

　発掘調査期間　　平成5年4月23日～平成5年11月1日

　整理・報告書作成期間　　平成5年11月2日～平成6年3月25日

4．本書の原稿執筆・編集は大山・真塩が行った。整理作業をはじめ図版作成には、石原義夫・

　岩木賢一・岩木　操・岸フクエ・住谷文彦・渡木秋子・湯浅たま江・湯浅道子の協力があっ

　た。

5．下記の専門的分野については、次の機関ならびに方々のお世話になった。（敬称略）

　石器石材：飯島静男　　石製模造品：杉山秀宏（駅群馬県埋蔵文化財調査事業団）

　瓦：木津博明（駅群馬県埋蔵文化財調査事業団）

6．発掘調査で出土した遺物は、当調査団より前橋市教育委員会に保管責任を依頼し、前橋市教

　育委員会文化財保護課で保管されている。

　　　　　　　　　　凡　　　 例

1．挿図中に使用した北は座標北である。

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／20万地形図（長野・宇都宮）と1／2．5万地形図（前橋）を

　使用した。

3．本遺跡の略称は5A60である。

4．各遺構及び遺構施設の略称は次のとおりである。

　　H…古墳・奈良・平安時代の住居祉、1…井戸趾、D…土坑

　W…溝玩、O…落込み、P…柱穴
5．遺構・遺物の実測図の縮尺は次のとおりである。

　遺構　　、住居1趾・土坑・井戸趾・落込み…1／60、竃セクション…1／30

　　　　溝玩…1／120、溝祉セクション…1／60、全体図…1／250・1／500

　遺物　　土器…1／3・1／4、鉄器…1／3、石製模造品…1／2・2／3

　　　　石器・石製品…1／3・2／3・1／4・1／8、瓦…1／3・1／4・1／6・1／8

6．スクリーントーンの使用は次のとおりである。

　遺構平面図　　焼土…点、灰…斑

　遺構断面図　　火山灰…濃点、構築面…斜線

　遺物実測図　　施粕範囲…あられ、黒色処理…網、炭化物（スス付着など）…斑

　　　　　　須恵器断面…黒塗り、灰粕陶器断面…点

　　　　　　石器使用痕…縦線 ｝

亘
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1　調査に至る経緯

　本発掘調査は、前橋市総社町大屋敷地区を対象とした土地区画整理事業実施に伴い、大屋敷地

区の土地区画整理を目的とした前橋市大屋敷地区土地区画整理組合（代表者　大山栄一一）と前橋

市教育委員会が組織する前橋市埋蔵文化財発掘調査団との間で・平成4年7月27日に締結された・

5年間にわたる発掘調査に関する覚書に基づいて実施されている。調査開始から2年目となる本

年度は、4月20日に組合と調査団との間で発掘調査に関する委託契約が締結され、その3日後の

23日より、現地での発掘調査を開始した。本年度の発掘調査面積は2，386㎡であり、昨年度の調

査地域の南北に広がる部分の調査となった。遺跡名称は、昨年度からの名称を継承し「大屋敷遺

跡■」とし、略称は5A60とした。

　なお、初年度、覚書を締結し、発掘調査を実施するはこびとなった経緯については、「大屋敷

遺跡1」に詳しく述べられているので本書では省略する。

H　遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地

　大屋敷遺跡は前橋市街地（県庁付近）から利根川を隔てて、北西約3kmの地点に所在する。遺

跡地の地番は前橋市総社町総社1937番地ほかである。遺跡地の周囲は主要幹線道が縦横に走って

いる。北側100m付近には前橋・箕郷線が東西に走り、西側は市道大友西通線（通称、産業道路）

が、また約300m程東にはJ　R上越線が南北に走っている。そして、これらの主要幹線に沿って

市街化が進み、工場や住宅街が遺跡地を取り囲むように立ち並んでいる。遺跡地の立地は榛名山

東南麓に広がる相馬ケ原扇状地の扇頂部より流下する河川群のひとっ、八幡川左岸域の標高約123m

の微高地上にある。位置的にはほぼ、相馬ケ原扇状地面と前橋台地面の境界付近を占地する。

　遺跡地の南側には榛東村に源を発する八幡川が南東方向に流れ、東側には江戸時代初期、総社

藩主秋元長朝により開削された天狗岩用水がわずかな流量ながら南流し、両者は遺跡地の南東脇

で合流し滝川と名前を変えた後、利根川と平行する形でさらに流下してゆく。遺跡地の両川と接

する部分は比高5～6mほどの段丘崖を呈し、遺跡地を含む段丘上は高燥化した台地が広がり、

主に畑作地として利用されている。

2　歴史的環境

　今回の調査によって、検出された主な遺構は古墳時代から中世にかけての遺構であるが、調査

区の出土遺物のなかには縄文時代中期、加曽利E式の土器片も若干検出されているので、ここで

は本遺跡地周辺の歴史的環境を縄文時代から順に概観してみたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



1．清里・陣場遺跡群　2．中島遺跡　3．長久保遺跡　4，清里・庚申塚遺跡　5．清里南部遺跡群　6．熊野谷遺跡
7．下東西遺跡　8．総社二子山古墳　9．愛宕山古墳　10．遠見山古墳　11．蛇穴山古墳　12．宝塔山古墳　13．村東遺

跡14．山王廃寺跡15．上野国分僧寺跡16．国分僧寺・尼寺中間地域遺跡17．上野国分尼寺跡18．産業道路西遺跡
19．王山古墳　20．小見遺跡　21．草作遺跡　22．閑泉樋遺跡　23．閑泉樋南遺跡　24．寺田遺跡　25．大友屋敷■・皿遺

跡26．元総社明神遺跡v27．元総社小学校校庭遺跡28．推定上野国府29．天神遺跡30．染谷川遺跡31．弥勒山
遺跡　32．鳥羽遺跡　33．中尾遺跡　34．日高遺跡　35．神保遺跡　36．二子山古墳　37．八幡塚古墳　38．薬師塚古墳

39．三ッ寺1遺跡　40．三ツ寺11遺跡　41．三ッ寺皿遺跡　42．雨壺遺跡　43．三津屋古墳

2 Fig．2　位置図と周辺遺跡図



縄文時代の代表的な遺跡としては国分僧寺・尼寺中間地域遺跡（16）、産業道路西遺跡（18）

があげられ、縄文中期・後期の遺構が集落的な規模で検出され、当該地域の縄文文化を考えるう

えで重要な資料となった。また熊野谷遺跡（6）からは中期加曽利E式土器を伴う住居玩群のほ

か、遺物では早期の押型文土器や沈線文土器が検出され、当地域における初源事例を更新した。

そのほかの遺跡としては、下東西遺跡（7）、清里南部遺跡群（5）、清里・陣場遺跡群（1）、

中島遺跡（2）、長久保遺跡（3）、雨壷遺跡（42）などがあげられ、時期的には前期から後期

初頭といった範囲でおさえられる。

弥生時代の周辺遺跡は、集落・住居主体の遺跡と水田趾関係の遺跡とに大別され、前者は八幡

川、牛池川、染谷川流域などの高燥化した台地上に立地し、後者は、さらに下った平野部の後背

湿地上に集中している。弥生時代中期後半の環濠集落である清里・庚申塚遺跡（4）、後期の住

居が検出された国分僧寺・尼寺中間地域遺跡などは前者であり、日高遺跡（34）、新保遺跡（35）

に代表されるAs－C軽石（浅問山起源：4世紀中頃）下の水田趾などは後者である。

古墳時代を彩る一大モニュメントとしての古墳が本遺跡地周辺に姿を現すのは、5世紀末頃と

推定される。まず、主軸70mを測る遠見山古墳（10）が築かれ、次いで6世紀前半代には、利根

川右岸段丘上に、川原石を用いた積石塚である王山古墳（19）が造られる。その後、本遺跡の北

約2kmには、国指定史跡で前方部と後円部に石室を有する総社二子山古墳（8）、巨石使用の横

穴式石室をもっ愛宕山古墳（9）、さらに県内最終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受けた

宝塔山古墳（12）と蛇穴山古墳（11）など、総社古墳群を構成する数々の古墳が連綿と築かれて

いく。宝塔山古墳の南西約500mに所在する山王廃寺跡（14）にみる石造物群は、宝塔山古墳石

棺や蛇穴山古墳石室と同系統の石造技術を駆使して加工されたと考えられている。共通する技法

から時代決定の根拠とされ、白鳳期の建立と考えられる山王廃寺を中心にして、総社・元総社周

辺では、仏教文化が古墳文化と併存しながら花開いた様子が窺える。

奈良・平安時代になると、国府（28）、国分僧寺（15）、国分尼寺（17）等の建設とあいまっ

て、当地域はいよいよ古代上野の政治的・文化的中心地としての様相を帯びてくる。国府周辺遺

跡では、閑泉樋遺跡（22）、閑泉樋南遺跡（23）、小見遺跡（20）、草作遺跡（21）、大友屋敷遺

跡（25）、寺田遺跡（24）、元総社小学校校庭遺跡（27）、天神遺跡（29）、染谷川遺跡（30）、

弥勒山遺跡（31）等がある。また国分僧寺の発掘調査は昭和55年12月から始まり、それ以降毎年

発掘調査が進められ、各種遺構の礎石、築地、堀などが確認されている。国分僧寺、国分尼寺周

辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が進められ、道筋にあたる中尾遺跡（33）、鳥羽遺跡

（32）、国分僧寺・国分尼寺中間地域遺跡等が発見されている。これらの遺跡からは、奈良・平

安時代の住居趾が大量に検出されている。このことからも、奈良時代から平安時代にかけて、当

地では爆発的に集落の拡大した様子が窺われる。その後、中世には長尾氏により国府の掘割を利

用し蒼海城が築かれる。
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4 Fig．3　大屋敷遺跡周辺図



皿　調査の経過

1　調査方針

　委託された調査箇所は幅6mの計画道路部分2，386㎡である。調査範囲の形状から全体をA区、

B区、C区、D区の4調査区に区分した。調査実施に際しては、まず5年問の発掘調査範囲の全

域をカバーずる4mグリッドを設定し、このグリッドを最小単位とした。各グリッドの呼称方法

は南北方向をY軸とし、北から南へY1、Y2、Y3…、東西方向をX軸とし西から東へX1、

X2、X3…で表し、それぞれ北西の交点をグリッド名とした。その他、調査実施段階での方

針は以下のとおりである。

1．土層観察は遺構中央部で交差するセクションンベルトを設けて行う。

2．10⑳四方以上の遺物は縮尺1／20にて図化し、それ以下についてはドット標記した平面図を作

　製し、取り上げに際しては遺物台帳に諸属性を記録する。

3．竃は原則として縮尺1／10で図化し、遺構平面図は原則として縮尺1／20にて実施する。

　　なお、測量の基準点はX50、Y60グリッドで公共座標は第IX系（X＝＋44，700m、Y＝一

　　71，160m）である。

　XO　　　20　　　　40　　　　60　　　　80YO

20

40

60

80

100

C区

D区

靴聾

B区 A

0 100m

猛平成4年度調査区（4A60）

1嚢嚢！平成5年度調査区（5A60）

Fig．4　グリッド設定図
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2　調査経過
　本年度の現地発掘調査は、委託契約の締結直後の4月23日から始まった。まず、今年度の調査

対象地区の南端にあたるA区とB区の一部より着手し、重機（バックフォー0．4㎡）による表土

掘削、それに追従してのプラン確認に早速取り掛かった。当遺跡においては、他の遺跡に比べて、

この段階が大きな山場となる。利根川の西部に位置する当地区ではローム層の堆積がほとんど認

められず、粘性の強い黒褐色土層主体の地層構成である上に、昨年度の調査結果が示す通り、当

遺跡においては、ほとんどの住居趾が重複して検出されるのである。プラン確認は文字通り困難

を極めたが、指先と腕の感覚が麻痺する程の鋤簾掛けの結果、ここでは、17軒の住居玩が確認さ

れた。次いで、5月中旬に最も調査面積の広いC区の表土掘削を行った結果、なんと40軒の住居

が検出された。しかも、A区・C区にはその後の精査によっては、さらに大幅に住居祉数の増え

る可能性のある複雑に絡み合った重複住居肚群が数箇所存在した。4・5月はA区・B区の遺構

掘り下げにフル稼働で当たった。6月に入り、ようやくC区の掘り下げに着手できたが、同月中

旬より例年にない降雨にたたられ、これ以降、屋外での作業が滞る日々が続いた。粘性の強い土

壌が災いし、特にC区などは、遺構のみならず、トレンチそのものが冠水しプールと化してしま

うことも一度や二度ではなかった。排水ポンプを常時回転させ、まさに、水との格闘が続いた。

8月に入ってすぐに、作業の遅れを取り戻すべく、作業員の増員に踏み切ったが、結局、最初か

ら手掛けているA区の精査終了さえも、8月12日までずれ込んでしまった。この時点でC区の進

捗状況は50％に満たない状態であった。早速、時を同じくしてB区の西端部分とD区の表土掘削、

及びプラン確認を実施し、9月以降は、作業の能率をより高めるべく、やや人員に無理はあるが、

B区西端・C区・D区の三箇所同時進行の体制を取ることにした。しかし、はやる気持ちをあざ

笑うかのように、9月も無情の雨が降り続いた。作業が思うように進み出したのは、10月を目前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匪翻表土掘削にした時期であった。以後、毎日が時間との戦

いの連続であったが、1。月下旬こは全ての遺構　　　　　　囲姦リ虜轟

の精査を終え、晴れて遺跡全景の空撮を実施す　　　　　　吻遺鞭聖

るところまで漕ぎ着けることができたる結局、　　　　　　　　　　　　　　睡ヨ器糠

最終的な遺構数は、住居杜103軒、井戸肚3基、　　　　　　　　　　　　　　　團遺構全体撮影

溝玩5条、土坑4基、落込み1基という、当初

の予想をはるかに上回る数にのぼった。その後、

調査区埋め戻し、現場事務所撤去作業等を滞り

なく済ませ、11月1日現地発掘調査を終了した。

なお、その後の整理作業は、11月2日から翌年

3月25日まで文化財保護課整理棟において行い、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．5調査経過図
全ての業務を終了した。
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　本遺跡のほぼ中央に設定した深堀から観察される地層は基本的には、大きく2つに分類できる。

上位の厚さ1mほどの黒褐色土層と下位に堆積するラミナ（縞目）状の硬くしまった砂とシルト

の互層である。この灰褐色系統の砂層は総社、元総社付近を中心に利根川右岸一帯に広がってお

り、層厚は元総社市内の遺跡地（『元総社明神遺跡X』1991年）で約2～4mを測り、本遺跡の

ように5mを越える（天狗岩用水に接するの段丘崖）ところもある。本報告書はこの砂層を「総

社砂層」と呼ぶことにする。この砂層はAs－Sj（浅間一総社軽石：約1．1万年前）を含む前橋

泥炭層の上にあることからその堆積は約1万年前以降から始まったと推測されるが、正確な堆積

年代は今のところ明らかにされていない。ただ昨年度の発掘調査（大屋敷遺跡1）で、縄文中期

の加曽利E式土器が検出されたことや周辺遺跡の縄文土器出土状況（縄文中期に集中）から類推

すれば、堆積期間は縄文時代前期（約6000年前）のころまでは続いていたと思われる。また総社

砂層の上に乗る黒褐色土層は硬く、極めて粘性が強い。ただし本年度調査区の西部にあたるB区、

D区の一部ではこの黒褐色土層は見られず、代わりに淡い黄褐色土層が総社砂層の上に広がって

いた。

　　　　　　　　　　　　0

n

d
e

h
i
k

1m

2m

1　層：暗褐色粗砂層　耕作土。As－B（浅間Bテフラ；

　　　1108年）を若干含む。

■　層：極暗褐色粗砂層　二時堆積のAs－C（浅間Cテフ

　　　ラ；4世紀中頃）10％、およびHr－S（榛名一渋

　　　川テフラ；6世紀初頭）を若干含む。

皿　層：黒褐色細砂層　二時堆積のAs－C（浅間Cテフラ；

　　　4世紀中頃）20％、およびHr－S（榛名一渋川テ

　　　フラ；6世紀初頭）を10％若干含む。

IV　層：総社砂層　砂、シルトの互層。

　　　a…黄褐色シルト層　b…褐色シルト層

　　　c…浅黄色シルト層　d…にぶい黄褐色微砂層

　　　e…にぶい黄榿色シルト層　f…褐色細砂層

　　　9…灰黄褐色粗砂層　h…にぶい黄色シルト層

　　　i…にぶい黄褐色微砂層　j…灰黄褐色粗砂層

　　　k…にぶい黄褐色微砂　1…灰黄褐色細砂層

　　　m…にぶい黄褐色細砂層　n…灰黄褐色粗砂層
Fig．6　大屋敷遺跡標準土層図
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　　　　　　　　　　　V　遺構と遺物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　本年度の調査区から検出された遺構は、竪穴住居；肚103軒、溝1肚5条、井戸趾3基、落込み1／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、
基、土坑4基である。古墳時代後半の竪穴住居趾から中世の溝趾までと昨年同様に幅広い範囲に

およんでいる。そのほとんどが粘性の強い黒褐色土を掘り込む形で構築されているうえに、幅6

mのトレンチの中に複雑に重複しながら検出されたため、苦労しながらの調査となった。特に住

居が多く検出されたのは、A区、B区西側、C区南側からD区東側にかけておよびC区北側であ

る。また、遺構は確認されないが、601点の縄文時代中期の土器片が古墳時代後半以降の住居玩

中や遺物包含層から出土している。

　遺構数が多いことから、すべての遺構を図示するとともにず覧表（Tab．2）にまとめた。な

お、遺構番号は昨年度の続き番号を使用している。（H－28、W－4、1－2、D－47、O－2

からである。）

　1　住　　居　　堤

H－28号住居埴（A区、Fig．10・12・45・63、P　L．16）

（形状）方形。（床面）住居肚の北側と南東部分に撹乱がみられたが、全体に平坦である。（竃）

東壁に位置し、全長22cm、焚口部幅53cmを測る。（遺物）総数1，028点。うち土器1点、鉄器1

点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀後半と思われる。

H－29号住居祉（A区、Fig．10・12・45）

（形状）H－91との重複により竃付近のみの検出。東壁に位置し、全長123cm、焚口部幅37cmを

測る。（重複）H－91・101と重複する。H－101r〉本遺構→H－91の構築順である。（遺物）総

数166点。うち土器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は7世紀と思われる。

H－30号住居吐（A区、Fig．10・13）

（形状）H－87との重複により竃付近のみの検出。東壁に設置され、全長92cm、焚口部幅58cmを

測る。燃焼部本体を壁の外側に有する。（重複）H－87と重複。本遺構が先行する。　（遺物）総

数119点。（備考）出土遺物から本住居趾は7世紀と思われる。

H－31号住居吐（A区、Fig．10・13）

（形状）方形。（床面）他の遺構と重複していない床面は堅緻。（竃）東壁のほぼ中央に位置し、

全長94cm、焚口部幅47cmを測る。（重複）Hτ32・46・87・88と重複。構築順序は、H－32→H－

87→H－88→本遺構→H－46である。（遺物）総数403点。（備考）重複関係・出土遺物から本

住居趾は10～11世紀と思われる。

H－32号住居祉（A区、Fig．10・14・45・61・63、P　L．9・16）

（形状）方形。他の遺構との重複により東壁の大部分を削られる。（床面）全面に平坦で極めて

堅緻な面が確認された。（竃）ほとんどの部分を重複により削平されているが、東壁の中央に位
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置し、全長82cm、焚口部幅27c皿を測る。（柱穴）調査範囲内で3個の柱穴を検出。規模は、P1

（47×45×56cm）、P2（57×45×60cm）、P3（68×47×52cm）である。P2からは、土師器小甕

が出土した。（重複）H－31・46・87・88と重複。構築順は、本遺構→H－87→H－88→H－31

→H－46である。（遺物）総数3，561点。このうち図示したものは、土器5点、鉄器1点、臼玉

1点である。（備考）出土遺物から本住居堆は6世紀前半と思われる。

H－33号住居吐（A区、Fig．10・15）

（形状）住居趾の南西隅のみの検出。方形。（床面）ほぼ平坦。（備考）出土遺物がないため本

住居堤の時期は不明。

H－34号住居吐（A区・Fig・10・15）

（形状）正方形。（床面）ほぼ平坦。（竃）東壁中央に設置され、全長90cm、焚口部幅24cmを測

る。（重複）H－35と重複し、本遺構が先行する。（遺物）総数325点。　（備考）重複関係・出

土遺物から本住居趾は7世紀と思われる。

H－35号住居吐（A区、Fig．10・15・45、P　L．3・9）

（形状）正方形。（床面）平坦で竃付近を中心に堅緻面が広がっていた。（竃）東壁のほぼ中央

部に設置され、全長81cm、焚口部幅45cmを測る。（重複）H－34・36と重複し、H－36→本遺構

→H－34の構築順である。（遺物）総数752点。竃付近を中心に須恵器圷・高台椀等の遺物が出

土した。うち図示したものは土器7点。須恵器大型器台は流れ込み。（備考）出土遺物から本住

居玩は9世紀後半～10世紀前半と思われる。

H－36号住居埴（A区、Fig．10・16、P　L．3）

（形状）正方形。H－35との重複により東側が切られる。（床面）極めて堅緻な面が見られた。

中央から西側にかけて、床下土坑が検出された。（竃）H－35により壊されており、燃焼部下部

のみを東側に残していた。（重複）H－35・37・38と重複している。H－35より古く、H－37・

38より新しい。（遺物）総数274点。（備考）出土遺物から本住居趾は7世紀と思われる。

H－37号住居吐（A区、Fig．10・16）

（形状）H－36との重複により北東隅のみを検出。（床面）堅緻な床面6（重複）H－36より，本

遺構が先行。（遺物）総数44点。（備考）遺物・重複関係から本住居趾は7世紀と思われる。

H－38号住居吐（A区、Fig．10・17・45・46・61、P　L．3・9）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻面が検出された。（竃）東壁のやや南側に位置し、全長132

cm、焚口部幅27cmを測る。（重複）H－36・39と重複しており、H－39→本遺構→H－36の順で

ある。（遺物）総数486点。図示した土器は3点だが、流れ込みと考えられる。遺物の多くに鬼

高1期の圷や甕の破片がみられる。他に臼玉1点、土玉1点を図示した。（備考）出土遺物から

本住居趾は6世紀前半と思われる。

H－39号住居吐（A区、Fig．10・17、P　L．3）

（形状）H－38との重複により南西隅のみの検出。（床面）平坦な床面。（重複）H－38より本
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遺構が先行。（遺物）総数2点。（備考）遺物・重複関係から本住居趾は6世紀と思われる。

H－40号住居吐（A区、Fig．10・17）

（形状）調査区内では住居肚の南西隅のみの検出。方形。（床面）平坦で堅緻面が検出された。

（遺物）総数30点。（備考）出土遺物から本住居玩は7世紀と思われる。

H－41号住居吐（A区、Fig．10・18・45）

（形状）方形。（床面）極めて堅緻な床面が広がる。床下土坑を検出。（竃）東壁のほぼ中央部

に設置され、全長75cm、焚口部幅40cmを測る。（柱穴）調査範囲内で3個の柱穴を検出。規模は、

P1（38×33×54cm）、P2（41×35×54cm）、P3（35×30×54cm）である。P2 からは、土師器

甕（18）が出土した。（重複）H－45・85と重複。本遺構が先行する。（遺物）総数131点。う

ち土器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀中葉と思われる。

H－42号住居吐（B区、Fig．10・16・46・64、P　L．9・16）

（形状）正方形。（床面）川砂利を含む覆土の下に平坦で堅緻な床面が検出された。（遺物）総

数251点。うち土器2点、瓦1点を図示。（備考）出土遺物から本住居趾は7世紀と思われる。

H－43号住居吐（B区、Fig．10・19・46、P　L．3・9）

（形状）方形。（床面）川砂利を含む覆土の下に平坦で堅緻な床面が検出された。南東隅に長胴

甕を埋め込んだP1（径25cm、深さ40c皿）を検出。（遺物）総数195点。うち土器3点を図示し

た。（備考）出土遺物から本住居趾は7世紀中葉と思われる。

H－44号住居吐（B区、Fig．10・19）

（形状）長方形。（床面）堅緻な床面を検出。（竃）東壁の南寄りに位置し、全長104cm、焚口

部幅50cmを測る。（遺物）総数24点。（備考）出土遺物から本住居趾は8世紀と思われる。

H－45号住居吐（A区、Fig．10・18）

（形状）遺構上部は耕作による削平を受けるとともに他の遺構との重複により一部のみの検出で

ある。（床面）確認できた範囲では堅緻面がみられた。（竃）重複で壊されており、燃焼部下部

のみを検出。（重複）H－41・85と重複し、H－41→本遺構→H－85の順である。（遺物）総数

45点。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀と思われる。

H－46号住居吐（A区、Fig．10・13・46・64、P　L．4・10・16）

（形状）当初H－32の竃と考えられたため、竃付近のみの検出となった。東壁に位置し、全長97

cm、焚口部幅50cmを測る。（重複）H－31・32・87・88と重複。構築順は、本遺構が最も新しい。

（遺物）総数318点。うち図示したものは土器4点、瓦4点である。（備考）出土遺物から本住

居趾は10世紀後半～11世紀と思われる。

H－47号住居吐（C区、Fig．11・20・46・47、P　L．4・10）

（形状）方形。北側一部をH－48と重複し、西側一部が調査区外となっている。（床面）ほぼ全

面にわたって平坦で堅緻面が検出された。（竃）東壁のほぼ中央部に位置し、全長55cm、焚口部

幅52cmを測る。（重複）H－48・89と重複し、本遺構が先行する。（遺物）総数79点。うち土器
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4点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は5世紀末～6世紀初頭と思われる。

H－48号住居吐（C区、Fig．11・20・47・63、P　L．10・16）

（形状）西側一部が調査区外となっている。方形。（床面）重複のない所では堅緻面が検出され

た。（竃）支柱が残る燃焼部本体を東壁外側に有し、全長97cm、焚口部幅47cmを測る。　（重複）

H－47・50・120と重複し、本遺構が最も新しい。（遺物）総数222点。うち土器8点、鉄器1点

を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は10世紀と思われる。

H－49号住居吐（C区、Fig．11・19）

（形状）東側は調査区外。方形。（床面）重複のない所では堅緻面が検出された。（重複）H－50・

90と重複し、本遺構が最も新しい。（遺物）遺物なし。（備考）時期は不明。

H－50号住居吐（C区、Fig．11・21・47、P　L．10）

（形状）北西隅は調査区外。正方形。（床面）竃付近を中心に堅緻面が検出された。　（竃）東壁

の南側に位置している。竃上部をわずかにH－49に削平されているが、良好な形で検出された。

全長100cm、撚口部幅42cmを測る。（重複）H－48・49・120と重複している。構築順は本遺構が

最も古い。（遺物）総数182点。うち土器2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6

世紀前半と思われる。

H－51号住居埴（C区、Fig．11・20）

（形状）東側が調査区外に伸びるため、西側のみを検出。方形。（床面）平坦な床面が検出され

た。（遺物）総数33点。（備考）出土遺物から本住居玩は6世紀と思われる。

H－52号住居埴（C区、Fig．11・21）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な面が確認された。（竃）全長80cm、焚口部幅66cmを測る。

（遺物）総数86点。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀後半と思われる。

H－53号住居吐（C区、Fig．10・21・47・63、P　L．10・16）

（形状）H－54と重複し西側が調査区外に伸びるため、竃付近の検出にとどまった。（床面）極

めて堅緻な面が検出された。（竃）重複により北側を壊されているが、焼土・灰も多く検出され

た。（重複）H－54より本遺構が先行する。（遺物）総数428点。うち土器1点、瓦1点を図示

した。（備考）出土遺物から本住居玩は9世紀と思われる。

H－54号住居吐（C区、Fig．11・22・48・61・62）

（形状）西側が調査区外。方形と思われる。（床面）平坦で極めて堅緻な床面。　（竃）東壁の南

側に位置し、良好な形で検出された。全長110c皿、焚口部幅64cm。（重複）H－53・56・97より

本遺構が最も新しい。（遺物）総数953点。うち土器1点、H－97よりの流れ込みと考えられる

石製模造品4点、臼玉2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は9世紀と思われる。

H－55号住居吐（C区、Fig．11・22・48・61・62、P　L．10）

（形状）東側半分が調査区外に伸びる。方形。（床面）平坦で極めて堅緻な面が検出され、中央

付近に少量の焼土がみられた。幅20cm、深さ10cmの周溝を検出。（柱穴）調査範囲内でP1（49×

11



40×64cm）、P、（50×40×60cm）の2個の柱穴を検出する。（重複）H－98と重複し、本遺構が

先行する。（遺物）総数1，326点。うち土器2点、石製模造品4点、臼玉11点を図示。図示した

ものを含めて、須恵器大型器台の口縁部が7点出土した。図示できなかったが、鬼高1期の圷や

甕等の破片が多く出土。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀前半と思われる。

H－56号住居吐（C・D区、Fig．11・23・24・48・57・62、P　L．4・10）

（形状）H－117との重複と調査区外のため西側は検出できず・方形・（床面）平坦で堅緻な床

面を検出。（竃）東壁のやや南側に位置し、全長103cm、焚口部幅36cmを測る。（重複）H－57・

97・117と重複している。H－117より古く、H－57・97より新しい。（遺物）総数665点。うち

土器9点、H－97よりの流れ込みと考えられる石製模造品5点、臼玉13点を図示した。（備考）

出土遺物から本住居玩は6世紀中～後半と思われる。

H－57号住居吐（C・D区、Fig．11・23・48・62、P　L．4・10）

（形状）重複により北西部から南側を切られる。方形。（床面）平坦で堅緻な床面を検出。　（重一

複）H－56・117と重複し、本遺構が先行する。（遺物）総数364るうち土器3点、石製模造品5

点を図示した。図示した以外に器台口縁部が1点出土している。出土遺物には鬼高1期の圷や甕

等の破片が多くみられた。（備考）出土遺物から本住居玩は6世紀前半と思われる。

H－58号住居吐（C区、Fig．11・25・48・49、P　L．4・10）

（形状）正方形。本遺構内にH－86の竃付近が検出された。（床面）全面にわたり平坦で、竃前

を中心に堅緻面を検出。（竃）東壁中央部に竃が設置され、全長100cm、焚口部幅26cmを測る。

（重複）H－86より本遺構が先行する。（遺物）総数365点。うち土器4点を図示した。本住居

趾の南東隅より須恵器台付長頸壺（59）がほぼ2っに割れた状態で出土した。（備考）出土遺物

から本住居量は6世紀中～後半と思われる。

H－59号住居壮（C区、Fig．11・25・49、P　L．5・11）

（形状）正方形。（床面）全面にわたり平坦で堅緻な床面。竃北側より長さ約20cm、幅約10cmの

河原石が10個程並んで出土した。また、住居趾南東隅には長軸120cm、短軸48cm、深さ10c皿の一

段下がった所がみられ、甕・高圷・圷が重なるように出土した。（竃）東壁中央部に支柱を有す

る竃が設置されており、全長106cm、焚口部幅39c皿を測る。燃焼部内から遺物も多く出土した。

（遺物）総数666点。うち土器10点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀前半と

思われる。

H－60号住居吐（C区、Fig．11・26・49、P　L．6・11）

（形状）H－61・118と重複し東側は調査区外である。正方形。（床面）床面および北西から南

東にかけての壁の下部には川砂利がみられ、本遺構が築かれる以前1こ河川が流れていたことを示

している。全体にほぼ平坦で堅く締まっている。（重複）H－61・118と重複しており、構築順

はH－118・→本遺構→H－61となっている。（遺物）総数346点。うち2点（土師器圷、須恵器蓋）

を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は6世紀と思われる。
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H－61号住居吐（C区、Fig．11・26・49・50・64、P　L．6・11・16）

（形状）長方形。（床面）他の遺構と重複のない所では、堅緻面が検出された。H－60と同様に

北西から南東にかけては川砂利がみられ、本遺構が築かれる以前に河川が流れていたこξが窺え

る。（重複）H－60・118と重複。構築順を遺構の切り合いからみるとH－118→H－60→本遺構

となる。（遺物）総数1，337点。うち土器5点、瓦1点を図示。プランでは1軒の住居だが、遺

物では6世紀と7世紀後半～8世紀初頭の2っに分けられるため、古い時期のものをH－61A、

新しい時期のものをH－61Bとする。H－61Aの遺物は、土師器圷（72）須恵器椀（73）、H－

61Bの遺物は、須恵器高台椀く74）土師器甕（75）須恵器台付長頸壺（76）である。（備考）出

土遺物からH－61Aは6世紀、H－61Bは7世紀後半～8世紀初頭と位置づけられよう。

H－62号住居吐（C区、Fig．11・26・50・61、P　L．11）

（形状）北側を撹乱により壊されていた。方形。（床面）全体に平坦で、竃付近に堅緻面が検出

された。（竃）南壁の東隅に竃が設置され、全長97cm、焚口部幅47cmを測る。（遺物）総数305

点。うち土器1点、臼玉1点を図示。（備考）出土遺物から本住居肚は6世紀と思われる。

H－63号住居壮（C区、Fig．11・27・50・61・64、P　L．5・16）

（形状）西側は調査区外に伸びる。方形。（床面）竃前から住居杜南東隅に多量の灰が検出され、

1段低くなっている。他の床面は極めて堅緻であった。（竃）東壁のやや南側に形状の似た2っ

の竃を有する。北側は全長87cm、焚口部幅57cm、南側は全長98cm、焚口部幅60cmを測る。精査の

結果、北側の竃を当初築き使用した後に南側に竃を構築している。甕等の破片が両竃内および竃

前から出土し接合したことから、同時に使用したと考えられる。（遺物）総数4，062点。うち土

器4点、瓦3点、臼玉2点を図示。（備考）出土遺物から本住居趾は9世紀と思われる。

H－64号住居埴

プラン確認時にH－63の北側の竃を持っ住居趾をH－64としたが、精査の結果、1軒の住居趾で

あることが判明したため、欠番扱いとなる。

H－65号住居牡（C区、Fig．11・28・50）

（形状）西側は調査区外である。方形。（床面）全体に平坦で堅緻な面が検出された。（竃）東

壁南寄りに位置し、良好な形で検出された。焼土・灰を多量に含んでいる。全長83c皿、焚口部幅

43cmを測る。（貯蔵穴）住居趾の南東隅にあり、長径85cm、短径60cm、深さ21cmを測る。（重複）

H－67と重複。本遺構が新しい。（遺物）総数808点。うち土器2点を図示した。　（備考）出土

遺物から本住居趾は10世紀と思われる。

H－66号住居吐（C区、Fig．11・28・50・61）

（形状）東側が調査区外となる。（床面）平坦で堅緻な床面を検出。（重複）H－67・123と重

複しているが、本遺構が最も新しい。（遺物）総数816点。うち土器3点、臼玉1点を図示した。

（備考）出土遺物から本住居玩は9世紀後半と思われる。

H－67号住居吐（C区、Fig．11・28・50・63・64、P　L．16）
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（形状）正方形。（床面）堅く締まった面が検出された。（竃）東壁南寄りに設置。H－66との

重複により壊されていたが、両袖石と支柱を検出。（貯蔵穴）住居趾の南東隅で、長径94cm、短

径55cm、深さ15cmを測る。（重複）H－65・66と重複しており、本遺構がもっとも古い。（遺物）

総数1，889点。うち土器1点、瓦1点、鉄器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は

8世紀後半と思われる。

H－68号住居吐（C区、Fig．11・29）

（形状）西側の多くの部分が調査区外のため東側部分のみの調査。（床面）竃左側に袖の高まり

がみられる。他は平坦である。（竃）東壁南隅に設置され、全長86cm、焚口部幅58cmを測る。

（遺物）総数35点。（備考）出土遺物から本住居趾は8世紀と思われる。

H－69号住居吐（C区、Fig．10・28・49・62、P　L．11・16）

（形状）東側が調査区外とH－93に切られる。方形。（床面）平坦で極めて堅緻な面を検出。

（柱穴）北西にP1（35×27×20cm）、南西にP2（37×34×18c皿）が検出された。P2からは土

師器甕が出土している。（重複）H－93と重複しており、本遺構が古い。　（遺物）総数487点。

うち土器1点、鉄器1点を図示。（備考）出土遺物から本住居堆は5世紀後半と思われる。

H－70号住居吐（C区、Fig．11・30・51）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な面が検出された。（重複）O－2と重複しており、本遺構

が先行する。（遺物）総数372点。うち1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居杜は9世

紀と思われる。

H－71号住居吐（C区、Fig．11・29・51）

（形状）耕作で削平されているため竃のみの検出となった。東壁に設置され、全長47cm、焚口部

幅21cmを測る。（重複）W－4と重複している。本遺構が新しい。（遺物）総数80点。うち土器

1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は9世紀と思われる。，

H－72号住居埴（C区、Fig．11・30・51）

（形状）住居趾の南西隅のみの検出。方形。（床面）平坦な床が検出された。（遺物）総数91点。

うち2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は7世紀と思われる。

H－73号住居吐（（）区、Fig．11・31・51、P　L．5・11）

（形状）西側が調査区外に伸び、北側がH－103で切られる。方形。（床面）平坦な堅緻面が検

出された。（竃）東壁に設置され、全長63cm、焚口部幅28cmを測る。（重複）H－103と重複し、

構築順は、本遺構が先行する。（遺物）総数318点。うち土器2点を図示した。　（備考）出土遺

物から本住居趾は10世紀と思われる。

H－74号住居吐（C区、Fig．11・31・51・64、P　L．11・16）

（形状）西側が調査区外に伸びる。方形。南東の壁際に一段高い部分が検出された。（床面）極

めて堅緻な床だが、やや凹凸がみられ、竃前には一段低い部分も検出された。（竃）重複により

上部が削平されていた。南壁の東寄りに設置され、全長60c皿、焚口部幅29cmを測る。袖石に使用
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されたと考えられる切石が竃手前より検出された。（重複）H－103・104と重複し、構築は本遺

構が最も古い。（遺物）総数775点。うち土器5点、瓦2点を図示した。（備考）出土遺物から

本住居趾は7世紀後半～8世紀前半と思われる。

H－75号住居壮（C区、Fig．11・30・51・64、P　L．6・11・16）

（形状）東側が調査区外に伸びる。方形。幅約12cm、深さ約10cmの周溝を持つ。（床面）極めて

堅緻な床面が検出された。（竃）調査区外であるが、南北セクションの南端に焼土を含む層が検

出されたため、南壁に設置されているものと考えられる。（柱穴）北西にP1（54×44×42c皿）、

南西にP、（45×32×53cm）が検出された。（重複）H－103竃端と接．している。本遺構が先行

する。（遺物）総数550点。うち土器2点、瓦1点を図示した。須恵器圷（101）は流れ込みと思

われる。（備考）出土遺物から本住居玩は8世紀と思われる。

H－76号住居吐（C区、Fig．11・33・51、P　L．12）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な面が検出された。（竃）東壁の南寄りに設置され、全長76

cm、焚口部幅31cmを測る。焼土・灰が多く、両袖石・支柱も検出された。（重複）H－83・105

と重複し、構築順はH－83→本遺構→H－105となる。（遺物）総数498点。うち土器3点を図示

した。（備考）出土遺物から本住居阯に7世紀後半～8世紀前半と思われる。

H－77号住居吐（C区、Fig．11・33・51・64、P　L．12・16）

（形状）複雑に重複した中で検出されたため、南壁の一部と竃の位置以外は推定ラインとなる。

方形と思われる。（床面）住居趾の南西部分で堅緻な床が検出された。（竃）東竃と考えられる。

右袖石の北側に焼土が多量に検出された。（重複）H－78・83・105・106と重複する。H－83→

H－105→本遺構→H－78・106の構築順である。（遺物）総数1，019点。うち土器5点、瓦2点

を図示した。（備考）出土遺物から本住居堆は7世紀後半～8世紀前半と思われる。

H－78号住居祉（C区、Fig．11・32・51）

（形状）住居趾の東側のみ調査。（床面）平坦で堅緻な床面。　（竃）東壁の南寄りに設置され、

全長67cm、焚口部幅38cmを測る。（重複）H－77・79・105と重複。本遺構が最も新しい。　（遺

物）総数433点。うち土器1点を図示。（備考）出土遺物から本住居趾は8世紀と思われる。

H－79号住居吐（C区、Fig．11・32・52、P　L．5・12）

（形状）東側の一部のみの調査。方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（竃）東壁の北寄りに設置

され、全長54cm、焚口部幅22cmを測る。（重複）H－78と重複。本遺構が先行する。　（遺物）総

数38点。うち3点を土器図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は5世紀後半と思われる。

H－80号住居祉（C区、Fig．11・34）

（形状）東側は調査区外。方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（重複）H－81・122と重複。本

遺構が最も新しい。（遺物）総数52点。（備考）出土遺物から本住居趾は9世紀と思われる。

H－81号住居吐（C区、Fig．11・34・52・61、P　L．12）

（形状）正方形。（床面）ほぼ平坦で堅緻な床面が検出された。（竃）東壁のやや南寄りに設置
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され、全長58c皿、焚口部幅11cmを測る。竃先端部が重複で切られる。（重複）H－80・122と重

複。H－122→本遺構→H－80の構築順である。（遺物）総数316点。うち土器3点、臼玉1点を

図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は8世紀と思われる。

H－82号住居吐（C区、Fig．11・32・52、P　L．7・12）

（形状）正方形。住居趾の北西隅は調査区外。（床面）ほぼ平坦で堅緻な面が広がる。　（竃）東

壁の南寄りに設置され、全長116cm、焚口部幅62cmを測る。（貯蔵穴）住居趾の南東隅。径約70

cm、深さ23c皿を測る。土師器甕内に土師器圷2個体が重なって出土した。（遺物）総数167点。

うち土器4点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀中葉と思われる。

H－83号住居吐（C区、Fig．11・33・53・62、P　L．12）

（形状）重複で切られる箇所が多く全容はっかめないが、方形を呈す。（床面）極めて堅緻な床

面。（竃）H－105により壊され、右袖部分を残すのみである。（重複）H－76・77・104・105・

129≧重複。本遺構が最も古い。（遺物）総数256点。うち土器3点、石製模造品1点を図示した。

（備考）出土遺物・重複関係から本住居趾は5世紀末～6世紀前半と思われる。

H－84号住居吐（C区、Fig．11・35）

（形状）正方形。（床面）ほぼ平坦で堅緻な床面。（竃）東壁の南寄りに設置され、全長58cm、

焚口部幅46cmを測る。耕作で削られているが、両袖石が検出された。（遺物）総数199点。　（備

考）出土遺物から本住居量は8世紀と思われる。

H－85号住居壮（A区、Fig．10・18）

（形状）長方形・（床面）堅緻な床面・（竃）耕作でほとんど削られており・竃の痕跡を残すだ

けである。北壁の東寄りに設置。（重複）H－41・45と重複。本遺構が最も新しい。（遺物）総

数35点。（備考）出土遺物が少なく、本遺構の時期については不明である。

H－86号住居吐（C区、Fig．11・25）

（形状）H－58内に竃のみを検出。東竃で両袖石を有するが、西側はH－58の壁となるため、不

明な部分が多い。全長136cm、焚口部幅42cmを測る。（重複）重複しているH－58より新しい。

（遺物）総数78点。H－58と接合する遺物も出土。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀後半

～7世紀前半と思われる。

H－87号住居吐（A区、Fig．10・13・53）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（竃）東壁の南寄りに設置され、全長67cm、焚口部

幅45c皿を測る。（重複）H－30・31・32・46・88と重複。構築順は、H－32→H－30→本遺構→

H－88→H－31→H－46である。（遺物）総数269点。うち土器1点を図示した。（備考）出土

遺物から本住居趾は7世紀と思われる。

H－88号住居吐（A区、Fig．10・13・53・61、P　L．12）

（形状）方形。（床面）凹凸もあるが、堅緻面が広がる。竃前に床下土坑がある。（竃）東壁中

央に設置され、全長109cm、焚口部幅37cmを測る。両袖石を有す。（重複）H－31・32・46・87
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と重複。構築順はH－32→H－87→本遺構→H－31→H－46である。（遺物）総数644点。うち

土器4点、臼玉1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は10～11世紀と思われる。

H－89号住居吐（C区、Fig．11・19・53、P　L．12）

（形状）正方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（重複）H－47・90と重複。本遺構が最も新しい。

（遺物）総数264点。うち土器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀後半～

7世紀前半と思われる。

H－90号住居壮（C区、Fig．11・19）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な面。（重複）H－49・89と重複。本遺構が最も古い。（遺

物）総数9点。（備考）出土遺物・重複関係から本住居趾は6世紀前半と思われる。

H－91号住居吐（A区、Fig．10・12・62、P　L．7）

（形状）長方形。（床面）平坦で堅緻な面を検出。（竃）東壁の南寄りに設置され、全長149cm、

焚口部幅15cmを測る。両袖を有す。（重複）H－29・30・87・100・101と重複する。構築順はH－

101→H－29→本遺構→H－30→H－87→H－100である。（遺物）総数740点。うち管玉1点を

図示した。（備考）出土遺物・重複関係から本住居玩は7世紀と思われる。

H－92号住居吐（A区、Fig．10・35・53・66）

（形状）方形。（床面）堅緻な床面。（重複）H－102と重複。本遺構が先行する。　（遺物）総

数1，149点。うち土器1点、砥石1点を図示。（備考）遺物から本住居玩は8世紀と思われる。

H－93号住居埴（C区、Fig．11・29・53）

（形状）方形。東側は調査区外に伸びる。（床面）堅緻面が検出された。（重複）H－69と重複。

本遺構が新しい。（遺物）総数i70点。うち土器2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居

趾は10～11世紀と思われる。

H－94号住居吐（C区、Fig．11・36・54）

（形状）方形。西側は調査区外。（床面）ほぼ平坦。（竃）東壁のやや南寄りに設置され、全長

58cm、焚口部幅52cmを測る。（重複）1－2と重複。本遺構が古い。（遺物）総数254点。うち

土器2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は10世紀と思われる。

H－95号住居吐（C区、Fig．11・36）

（形状）住居趾の北西隅のみを検出。方形。（床面）ほぼ平坦。（遺物）総数2点。　（備考）出

土遺物が少なく本住居玩の時期については不明。

H－96号住居埴（C区、Fig．11・36・54）

（形状）プラン確認の際は円形を呈するためD－48としたが、精査の結果、住居肚の竃付近と判

明したためH－96とした。（床面）炭化物の広がる堅緻面を検出。（遺物）総数59点。うち土器

1点を図示。（備考）出土遺物から本住居趾は8世紀と思われる。

H－97号住居吐（C区、Fig．11・36・54・61・62・63、P　L．12・16）

（形状）方形。西側はH－54・56に切られる。（床面）平坦で堅緻な床面。（竃）東壁中央に設
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置され、全長77cm、焚口部幅19cmを測る。煙道部先端がH－98と重複。竃右袖前に土師器圷が出

土。（貯蔵穴）南東隅に検出。径約60cm、深さ68cmを測る。（重複）H－54・56・98と重複。本

遺構が最も古い。（遺物）総数2，315点。うち石製模造品32点、臼玉131点が出土。土師器高圷が

多く土器の60％を占めるが、破損度が極めて高く、故意に壊されたと考えられる。図示したもの

は高圷2点、圷1点、石製模造品12点、臼玉131点、鉄器1点である。（備考）出土遺物から本

住居玩は6世紀前半と思われる。

H－98号住居壮（C区、Fig．11・22・61・63、P　L．16）

（形状）方形。幅12cm、深さ10cmの周溝を持つ。（床面）平坦で堅緻な床面を検出。（重複）H－

55・97と重複。本遺構が最も新しい。（遺物）総数758点。遺物の多くは8世紀代のものであっ

た。H－97からの流れ込みと考えられる高圷の破片や石製模造品も出土した。鉄器1点、石製模

造品1点、臼玉3点を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は8世紀と思われる。

H－99号住居吐（C区、Fig．11・36）

（形状）住居玩の南東隅を検出。方形。（床面）ほぼ平坦。（備考）調査範囲が狭く出土遺物も

ないため時期は不明。

H－100号住居吐（A区、Fig．10・35）

（形状）長方形。（床面）ほぼ平坦で堅緻な面を検出。竃前に灰を多量に含む床下土坑を有す。

（竃）東壁に設置され、全長62c皿を測る。（重複）H－91・101・102と重複。本遺構が最も新し

い。（遺物）総数719点。（備考）出土遺物から本住居趾は9世紀と思われる。

H－101号住居吐（A区、Fig．10・35・54・66、P　L．12）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（竃）東壁の南寄りに設置され、全長92cm、焚口部

幅23cmを測る。（重複）H－29・91・100・102と重複。本遺構が最も古い。（遺物）総数301点。

うち土器3点、砥石1点を図示。（備考）出土遺物から本住居杜は7世紀前半と思われる。

H－102号住居吐（A区、Fig．10・35・54）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な面を検出6（竃）東壁の南寄りに設置。（重複）H－92・

100・101と重複。構築順はH－101→H－92→本遺構→H－100である。（遺物）総数1，079点。

うち土器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は8世紀と思われる。

H－103号住居祉（C区、Fig．11・31・54、P　L．5・13）．

（形状）長方形。（床面）ほぼ平坦で堅緻な床面を検出。（竃）東壁南寄りに設置され、全長78

cm、焚口部幅54cmを測る。下部を粘土で固定した支柱石を検出。（重複）H－73・74・75と重複。

本遺構が最も新しい。（遺物）総数467点。うち土器1点を図示した。（備考）出土遺物から本

住居玩は10～11世紀と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

H－104号住居吐（C区、Fig．11・31・54・55・63・64、P　L．13・16）

（形状）方形。（床面）ほぼ平坦。（重複）H－74・83と重複。本遺構が最も新しい。（遺物）

総数911点。うち土器8点、瓦2点、鉄器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は7
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世紀後半～8世紀前半と思われる。

H－105号住居吐（C区、Fig．11・33・55・65、P　L．7・13・15・16）

（形状）長方形。（床面）平坦で堅緻な面を検出。（竃）東壁ほぼ中央に設置され、全長158cm、

焚口部幅32cmを測る。両袖石を有するが、左側は横転し燃焼部を塞いでいた。竃内より使用した

と思われる瓦も出土。（重複）H－76・77・78・83・106と重複。構築順はH－83→H－76→本

遺構→H－77→H－78・106である。（遺物）総数573点。うち土器4点、瓦2点を図示した。

（備考）出土遺物から本住居趾は7世紀後半と思われる。

H－106号住居趾（C区、Fig．11・37・55）

、（形状）長方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（竃）東壁南寄りに設置され、全長84cm、焚口部

幅33cmを測る。（重複）H－77・105・121と重複。構築順はH－105→H－77→本遺構→H－121

であ・る。（遺物）総数1，039点。うち土器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は8

世紀と思われる。

H－107号住居吐（D区、Fig．11・23・55、P　L．4）

（形状）長方形。（床面）平坦で堅緻な面。（竃）東壁南寄りに設置され、全長118cm、焚口部幅

30cmを測る。（重複）H－108・117と重複し、H－108→本遺構→H－117の構築順。（遺物）総

数698点。うち土器1点を図示。（備考）出土遺物から本住居趾は7世紀後半と思われる。

H－108号住居吐（D区、Fig．11・23・55・61・63、P　L．4・13）

（形状）長方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（竃）重複により壊されており、燃焼部下部を検

出。全長84cm、焚口部幅31cmを測る。（重複）H－107・117と重複。本遺構が最も古い。（遺物）

総数553点。うち土器4点、石製模造品1点、臼玉1点、土玉1点を図示した。（備考）出土遺

物から本住居趾は6世紀中葉と思われる。

H－109号住居j止（D区、Fig．11・37・61）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な面を検出。（遺物）総数347点。うち土玉1点を図示した。

（備考）出土遺物から本住居祉は7世紀と思われる。

H－110号住居吐（D区、Fig．111・38・55、P　L．8）

（形状）長方形。（床面）ほぼ平坦で重複のない所では堅緻な床面。（竃）東壁中央に設置され、

全長104cm、焚口部幅26cmを測る。（重複）H－119と重複。本遺構が古い。（遺物）総数268点。

うち土器1点を図示。（備考）出土遺物から本住居玩は6世紀後半～7世紀と思われる。

H－111号住居吐（D区、Fig．11・39・55・56・65、P　L．7・13・16）

（形状）正方形。壁面には焼土が検出され、炭化物も多くみられたため、焼失住居と考えられる。

（床面）平坦で堅緻な床面。一面に炭化物が検出される。（竃）東壁のほぼ中央に設置され、全

長133cm、焚口部幅35cmを測る。（貯蔵穴）南東隅に検出。長軸73cm、短軸53cm、深さ43cmを測

る。（柱穴）調査区内でP1（40×33×38cm）、P2（45×37×50cm）、P3（41×35×35cm）を検

出。（重複）H－119と重複。本遺構が古い。（遺物）総数1，642点。うち土器7点、瓦1点を図
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示した。（備考）出土遺物から本住居玩は6世紀と思われる。

H－112号住居吐（D区、Fig．11・39・56、P　L．13）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（重複）W－5と重複。本遺構が古い。　（遺物）総

数97点。うち土器3点を図示した。（備考）出土遺物から本住居量は6世紀と思われる。

H－113号住居吐（B区、Fig．10・38）

（形状）方形。西側は調査区外。（床面）ほぼ平坦。（遺物）総数17点。（備考）出土遺物から

本住居肚は8世紀と思われる。

H－114号住居吐（B区、Fig．10・40・56・65、P　L．13・16）

（形状）長方形。（床面）ほぼ平坦で堅緻な床面。（竃）東壁中央に設置され、全長72cm、焚口

部幅53cmを測る。（貯蔵穴）南東隅に検出。径70cm、深さ23cmを測る。（遺物）総数911点。う

ち土器4点、瓦1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は9世紀と思われる。

H－115号住居吐（B区、Fig．10・40・56・57、P　L．14）

（形状）長方形。（床面）平坦で堅緻な床面。幅15cm、深さ10cmの周溝を検出。　（竃）東壁のや

や南寄りに設置され、全長133cm、焚口部幅41cmを測る。（重複）H－116・124、D－51と重複。

本遺構が最も新しい。（遺物）総数258点。土器4点を図示。うち須恵器圷（179）は流れ込みと

考えられる。（備考）出土遺物から本住居趾は7世紀前半と思われる。

H－116号住居吐（B区、Fig．10・38・57・63、P　L．14・16）

（形状）方形。西側は調査区外、東側をH－115に切られる。（床面）平坦で堅緻な面。　（竃）

東壁の南寄りに設置。大部分をH－115により壊される。全長IOOcm。（重複）H－115・124、D－

52と重複。D－52→本遺構→H－124→H－115の構築順。（遺物）総数176点。うち土器2点、

鉄器1点を図示。（備考）出土遺物から本住居趾は5世紀末～6世紀前半と思われる・

H－117号住居吐（D区、Fig．11p23・57・63、P　L．4）

（形状）正方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（竃）両袖石・支柱石を有す。東壁の南寄りに設

置され、全長104cm、焚口部幅45cmを測る。（重複）H－56・57・107・108と重複。本遺構が最

も新しい。（遺物）総数619点。うち土器1点、石製模造品1点を図示した。（備考）出土遺物

から本住居趾は7世紀と思われる。

H－118号住居吐（C区、Fig．11・26・57・61、P　L．6・14）

（形状）長方形。（床面）平坦な床面。北西から南東にかけては川砂利が検出され、本遺構が築

かれる以前に河川が流れていたことが窺える。（重複）H－60・61と重複。（遺物）総数477点。

うち土器5点、’臼玉1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は6世紀と思われる。

H－119号住居吐（D区、Fig。11・38・57、P　L．8・14）

（形状）長方形。西壁と南壁をH－110と共有する。（床面）ほぼ平坦で堅緻な面を検出。（竃）

東壁南寄りに設置され、全長123cm、焚口部幅45cmを測る。（重複）H－110・111と重複。本遺

構が最も新しい。（遺物）総数447点。うち土器2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居
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趾は6世紀後半～7世紀と思われる。

H－120号住居吐（C区、Fig．11・20）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な面を検出。（竃）東壁南寄りに設置され、全長55cm、焚口

部幅45cmを測る。（重複）H－48・50と重複。構築順はH－50→本遺構→H－48である。（遺物）

総数80点。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀後半～7・世紀前半と思われる。

H－121号住居吐（C区、Fig．11・37・57）

（形状）長方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（重複）H－106と重複。本遺構が新しい。　（遺

物）総数546点。うち土器2点を図示。（備考）出土遺物から本遺構は7世紀後半～8世紀前半

と思われる。

H－122号住居吐（C区、Fig．11・34）

（形状）方形。東側は調査区外。（床面）ほぼ平坦で堅緻な面を検出。（重複）H－80・81と重

複。本遺構が最も古い。（遺物）総数68点。（備考）出土遺物から本遺構は6世紀と思われる。

H－123号住居祉（C区、Fig．11・28）

（形状）方形。（床面）ほぼ平坦で堅緻な床面。（重複）H－66と重複。本遺構が古い。　（遺物）

総数4点。（備考）出土遺物が少なく本住居趾の時期は不明。

H－124号住居吐（B区、Fig．10・38）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（重複）H－115・116・W－8と重複。構築順はH－116

→本遺構→H－115→W－8である。（遺物）総数110点。（備考）出土遺物から本遺構は7世紀

と思われる。

H－125号住居壮（B区、Fig．10・41、P　L．8）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（重複）H－126・W－8と重複。本遺構が最も古い。

（遺物）1点。（備考）重複関係から本遺構は6世紀と思われる。

H－126号住居吐（B区、Fig．10・41・56、P　L．8）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面を検出。（竃）上部をW－8で削られている。東壁南

寄りに設置され、全長98cm、焚口部幅33cmを測る。4個の切石を用いた竃。（重複）H－125・

W－8と重複。構築順はH－125→本遺構→W－8となる。（遺物）総数81点。うち土器1点を

図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀後半と思われる。

H－127号住居壮（B区、Fig．10・41・42・57、P　L．8・14）

（形状）長方形。（床面）ほぼ平坦で極めて堅緻な面を検出。（竃）東壁中央に設置され、全長

82cm、焚口部幅35cmを測る。（貯蔵穴）南東隅に検出。長径115cm、短径95cm、深さ55cmを測る。

（重複）H一・130・W－8と重複。本遺構が最も新しい。（遺物）総数252点。うち1点を図示。

（備考）出土遺物から本住居玩は7世紀後半～8世紀前半と思われる。

H－128号住居吐（B区、Fig．10・41・42・57、P　L．8・14）

（形状）長方形。（床面）ほぼ平坦で堅緻な面を検出。（竃）重複により大部分を壊されている。

＼
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東壁中央に設置され、現存値で全長85cm、焚口部幅41cmを測る。（重複）H－131・W－8と重

複。本遺構が最も古い。（遺物）総数256点。うち土器2点を図示。（備考）出土遺物から本住

居趾は6世紀後半と思われる。

H－129号住居吐（C区、Fig．11・33・58・59、P　L．8・14・15）

（形状）調査区で竃のみの検出。東向きに設置され、全長78cm、焚口部幅40cmを測る。支柱と粘

土で固められた両袖を検出。土器が多数出土。（重複）H－83と重複。本遺構が新しい。（遺物）

総数294点。うち土器7点を図示。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀初頭と思われる。

H－130号住居吐（B区、Fig．10・41・42・59・63、P　L．8・15）

（形状）長方形。（床面）平坦な床面。（竃）東壁北寄りに設置。全長73cm、焚口部幅36cmを測

る。（重複）H－127・128・131・W－8と重複。他の住居趾より新しくW－8より古い。（遺

物）総数817点。うち土器1点、石製模造品1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居堆は

8世紀後半と思われる。

H－131号住居埴（B区、Fig．10・41・42・59、P　L．8・15）

（形状）長方形。（床面）平坦で堅緻な面を検出。（竃）東壁南寄りに設置され、全長58cm、焚

口部幅38cmを測る。（重複）H－128・130・W－8と重複。構築順はH－128→本遺構→H－131

→W－8である。（遺物）総数118点。うち土器1点を図示。（備考）出土遺物から本住居趾は

7世紀後半～8世紀前半と思われる。

　2　溝　　　　趾

W－4号溝吐（C区、Fig．11・43）

C区を東西に横切る形で検出された。遺物総数148点。うち土器1点を図示した。重複している

H－71（9世紀）より古く、出土遺物から8世紀のものと思われる。

W－5号溝吐（D区、Fig．11・43・61）

D区を南北に横切る形で検出された。遺物総数140点。うち臼玉1点を図示。重複するH－112

（6世紀）より新しい。出土遺物から7世紀後半～8世紀前半のものと考えられる。

W－6号溝祉（D区、Fig．11・43、PL．8）

D区の西端で検出された。出土遺物が10点と少ないため、構築時期は不明。

W－7号溝吐（D区、Fig．11・43・65・66、PL．8・15）

D区の西端でW－6と並んで検出された。遺物総数456点。うち土器4点、瓦4点、凹石1点、

石臼1点を図示した。溝底付近から内耳鍋が6個体出土していることから、構築時期は中世と考

えられる。

W－8号溝吐（B区、Fig．10・43）

B区西側で南北に伸びる形で検出された。重複する古墳～平安時代の遺構を削っていること、平

安時代の遺物（総数436点）が多く出土していることから、平安時代の構築と考えられる。
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　3　井　　戸　　肚

1－2号井戸吐（C区、Fig．11・44、P　L．8）

長径2．85m、短径2．70mの円形を呈し、深さ（2．2m）を測る。周囲を粘土で固め人頭大の石を

巡らし、総社砂層を掘り抜き構築されている。H－94（10世紀）と重複。本遺構が新しい。出土

遺物は162点。うち土器2点を図示。構築時期は重複関係・出土遺物から平安時代と思われる。

1－3号井戸埴（D区、Fig．11・44）

D区の西端に位置し、径約1．6mの円形を呈し、深さ（2．4m）を測る。総社砂層を掘り抜き構築

されている。出土遺物は総数58点。構築時期は8世紀と思われる。

1－4号井戸吐（D区、Fig．11・44）

径約1．4mの円形を呈し、深さ（1．5m）を測る。総社砂層を掘り抜き構築されている。出土遺物

は総数27点。構築時期は7世紀後半～8世紀と思われる。

　4　落　　込　　み

O－2号落込み（C区、Fig．11・44）

一部調査区外であるが長軸4．63m、深さ42cmを測り、不定形を呈する。総社砂層を掘り込み形

成されている。H－70と重複。本遺構が新しい。出土遺物は総数44点。本遺構の構築時期は平安

時代と考えられる。

　5　土　　　　坑

D－47号土坑（A区、Fig．10・42）

A区西側で検出。隅丸方形を呈する。総数13点と少ないが出土遺物より、古墳時代の構築と思わ

れる。

D－48号土坑

プラン確認の際は円形を呈するためD－48としたが、精査の結果、H－96の竃付近と判明したた

め、欠番扱いとなる。

D－49号土坑（C区、Fig．11・42）

H－68の南隣に位置し、西側が調査区外になる。出土遺物が少なく、構築時期は不明。

D－50号土坑

プラン確認の際は円形を呈するためD－48としたが、精査の結果、H－129に変更されたため、

欠番扱いとなる。

D－51号土坑（B区、Fig．10・42）

隅丸方形を呈する。遺物は少ないが、重複するH－115（7世紀）より古いため、構築時期は古

墳時代と思われる。
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D－52号土坑（B区、Fig．10・42）

楕円形を呈する。遺物は少ないが、重複するH－116（5世紀末～6世紀前半）より古いため、

構築時期は古墳時代と思われる。

　6　縄文時代の遺物　（Fig．66・67、PL．9）

　本年度も縄文時代の遺構は検出されなかったが、包含層とし　Tab．1

て遺物が出土している。昨年度と同様に縄文時代中期後半の加

曽利E式土器が70．9％を占め、この時代の遺構の存在の可能

性を示唆している。その他は中期前半の阿玉台式土器が17点出

土している。詳細はTab．1の通りである。しかし、いずれの

土器も破片のみであり、個体を復元できるものの出土には至ら

なかった。出土位置は、A区412点、B区114点、C区64点、D区

11点となっている。特にA区ではX60Y86付付近を中心に出土

している。B区ではX47Y86から多く出土している。C区では

南側に多く、北側では9点と少なくなっている。阿玉台式土器

も同しような出土傾向にある。石器は、打製石斧8点、石鎌6

点、削器1点、凹石・磨石1点、剥片17点となっている。うち

11点（石鍬5点、打製石斧5点、凹石・磨石1点）を図示した。

石器の出土位置は縄文式土器の出土と同じような傾向を示して

いる。このことから、遺構は検出されていないが、縄文時代の

生活の場が本遺跡の南側を中心に広がっていたことが窺える。

包含層出土の縄文式土器一覧

分　　　類 点数i割合

中期前半　阿玉台式
：
1
7 i2．8：

中期後半　加曽利E式 　『426i70．9
　5

沈線＋縄文 　：156i26．0
　：

微隆起＋縄文
：

17i2．8
：

沈　　　線
：
5 1i8．5

：

微　隆　起
：

4iO．7
：

条　　　線
：

25i4．1

隆　　　帯 1
3
7
i6．1
：

隆帯＋縄文
：

13i2．2
7

隆帯＋刺突
：

1iO．2
：

刺　　　突
一
3 iO．5

：

円形刺突
：

3iO．5

縄　　　文 116i19．3

底　　部 4iO．7

不　　明
　i
　I154i25．6

合　　　計 　：601i100％
　：

　7石製模造品（Fig．9・62・63）

　本年度出土した石製模造品は、259点である。その内訳は、臼玉180点、勾玉7点、剣形品7点、

刀子4点、鍬2点、紡錘車2点、管玉1点、盾1点、斧1点、鎌！点、有孔板44点（有孔円板9

点・有孔方板35点）、板状品9点（うち碁盤目状等の線刻のあるもの6点）となっている。その

他に3c皿以下の不明・細片が358点出土している。なお、未だ覆土のふるい作業を継続しており

途中経過の報告であることを了解していてだきたい。

　石製模造品の石材は、滑石（35％）、頁岩（62％）、その他（3％）となっている。うち臼玉

を除く石製模造品の石材に限れば、製品70点のうち頁岩が62点を占めている。滑石製模造品は、

盾や紡錘車等のように丁寧な細工が要される「精製」に用いられている。それに対して、頁岩製

模造品は、薄く剥がれ易い性質のため、勾玉・刀子・斧・有孔板等の偏平化したもの「粗製」に

用いられる傾向があり、中には自然面を残したままの製品も見られる。このことは、本遺跡地に

おいては滑石より頁岩が容易に入手し得る石材であったことと同時に、6世紀代の簡略化された

24



製法・偏平化した特徴を表している。また、偏平化した石製模造品の中に、碁盤目状の線刻のあ

るものが見られるのも本遺跡地の特徴といえよう。今回、不明・細片とした358点の9割以上が

頁岩であり、これらの中には、孔や磨り等の細工を施した痕が窺えるものも数多く見られる。薄

く剥がれ易い材質のため、製品であったものが剥がれたり壊れたりしたと考えられる。

　石製模造品の出土位置でみると、H－97号住居趾に製品の64％、臼玉に限ってみると73％が集

中している。周辺の住居趾まで範囲を広げると、約9割の石製模造品がH－97号住居堤を中心に

出土している。

　8　グリッド出土の遺物　（Fig．59・60、PL．15）

　本年度の大屋敷遺跡の多くの場所では遺構が重複し、遺物も数多く出土している。しかし、遺

構が検出されずに遺物のみが出土している箇所もみられた。そのようなものにっいては、グリッ

ド出土の遺物として取り扱った。うち図示できたものは、X32Y81、X38Y66、X59Y86の3カ

所である。X32Y81は、B区西側である。ここではW－8に削られて多くの遺構が検出されてい

る。この他にも遺構が存在していた可能性も考えられる。図示した以外にも古墳時代後期と思わ

れる甕等の破片もみられた。X38Y66は、D区の中央部やや西寄りの場所である。この付近には

1－4以外の遺構は検出されておらず、X40付近に以前に河川が北から南へ流れていたことを示

す川砂利が多量に検出されている。図示した土師器圷以外の遺物はみられなかった。X59Y86は、

A区のほぼ中央部である。他のグリッドの遺物が表土掘削の際に出土しているのと異なり、H－

34の掘り方の調査中に出土した遺物である。H－34の時期が竃付近出土遺物から7世紀と考えら

れるため、全く異なった時期の遺物となる。その時期は5世紀末～6世紀初頭にかけてと思われ

る。出土量から当然住居趾の存在が予想されたが、遺構の検出には至らなかったため、X59Y86

出土の遺物として取り扱った。

Tab．2　大屋敷遺跡遺構一覧表

住居趾一覧表

遺構名（調査区） 規模㈹東西×南北面積㈹ 壁高’主軸方向 竃 遺　　　　　　物 時　　　期 Fig

H－28号住居境（A） 3，69×（3，24）（10，65） 20c皿 N－79。一E 東辺中央 甕、圷、鉄器 6C後 12

H－29号住居肚（A） 一　　　一　　（0．80）
一

N－86。一E 東辺 甕、圷 7C 12

H－30号住居趾（A） 一　　一　（0，70）
一 N－860－E 東辺 甕、圷 7C 13

H－31号住居肚（A） （0．24）×（4，36）（6，90） 13cm N－720－E 東辺中央 椀、甕、圷 10C～11C 13

H－32号住居肚（A） 7．50×（7，00）（40，70） 48cm N－780－E 東辺中央 臼玉、甕、圷、鉄器 6C前 ！4

H－33号住居量（A） （1，20）×（0，83）（0，45） 28cm N－550－E 未確認 なし 不明・ 15

H－34号住居祉（A） （3．60）×3，98（13，30） 22cm N－730－E 東辺中央 椀、蓋、甕、圷 7C 15
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遺構名（調査区）1 規模㈹東西×南北面積㈲ 壁高 主軸方向 竃 遺　　　　　　物 時　　　期 Fig

H－35号住居肚（A） 3，76×3，69　12，92 30c皿 N－680－E 東辺南寄 器台、椀、皿、圷 9C後～10C前半 15

H－36号住居肚（A） （3，36）×（4，35）（12，60） 32cm N－65。一E 東辺南寄 蓋、甕、圷 7C 16

H－37号住居祉（A） （2，96）×（1，70）（2，90） 22c皿 N－68。一E 未確認 蓋、椀、圷 7C 16

H－38号住居肚（A） 6，12×（5，80）（25．30） 28c皿 N－78。一E 東辺南寄 臼玉、土玉、椀、皿、甕、圷 6C前半 17

H－39号住居趾（A） （4，48）×（2，32）（5，00） 14cm N－63。一E 未確認 圷 6C 17

Hr40号住居趾（A） （3，33）×（0．76）（1．20） 13c皿 N－780－E 未確認 甕、圷 7C 17

H－41号住居量（A） 6，00×（6，80）（28，70） 18cm N－63。一E 東辺中央 甕、圷 6C中 18

H－42号住居祉（B） 5，18×（3．58）（17，30） 23cm N－92。一E 未確認 蓋、甕、圷 7C 16

H－43号住居祉（B） 4，17×（1，78）（5，50） 18c皿 N－98。一E 未確認 長頸壷、甕、圷 7C中 19

H－44号住居量（B） 3，44×2，97　10，00 15cm N－870－E 東辺南寄 蓋、甕、圷 8C 19

H－45号住居塩A） （3，55）×（3．12）（11。10） 5cm N－62。一E 東辺南寄 甕、圷 6C 18

H－46号住居肚（A） 一　　一　（0，40） 一
N－75。一E 東辺瓦使用 椀、皿、甕、羽釜、圷、瓦 10C後半～11C 13

H－47号住居趾（C） （3，45）×3，18　（8，90） 25c皿 N－580－E 東辺中央 甕、圷 5C末～6C初頭 20

H－48号住居趾（C） 一
（

2，30）×3．33（8，20） 15c皿 N－76。一E 東辺南寄 椀、甕、圷、鉄器 10C 20

H－49号住居量（C） （3，00）×（3．00）（7．75） 10c皿 N－76。一E 未確認 なし 不明 19

H－50号住居肚（C） 5，27×5，40（23，70） 37cm N－62。一E 東辺南寄 甕、圷 6C前半 21

H－5！号住居玩（C） 1，20×2，59　（2，40） 9cm N－880－E 未確認 甕、圷 6C 20

H－52号住居玩（C） （2，77）×3，12　（7，30） 8c皿 N－750－E 東辺中央 甕、圷 6C後半 21

H－53号住居塩C） （0，95）×（1，63）（1，80） 43c皿 N－880－E 東辺 甕、圷、瓦 9C 22

H－54号住居量（C） （1，40）×4．85　（5，50） 50c皿 N－85。一E 東辺南寄 石製模造品、臼玉、甕、高圷、圷 9C 22

H－55号住居量（C） （2，24）×5，23（12，90） 47c皿 N－88。一E 未確認 石製模造品、臼玉、大型器台、高圷、甕、圷 6C前半 22

H－56号住居肚（CD） （2，58）×2，95　（5，90） 30c皿 N－87。一E 東辺南寄 石製模造品、臼玉、蓋、甕、壺、圷 6C中～後半 23

H－57号住居肚（CD） （2，06）×3，46　（6，67） 38cm N－540－E 未確認 石製模造品、大型器台、高圷、壷、鉢、甕、圷 6C前半 23

H－58号住居趾（C） 4，73×4，62（19．90） 54cm N－47。一E 東辺中央 長頸壺、甕、圷 6C中～後半 25

H－59号住居杜（C） 4，13×4，05　15．33 36c皿 N－78。一E 東辺中央 高圷、甕、壺、甑、圷 6C前半 25

H－60号住居趾（C） 3，44×3，00　（8，40） 46cm N－510－E 未確認 蓋、圷 6C 26

H－61号住居玩（C） 6，10×4，90（25，10） 42c皿 N－56。一E 未確認 長頸壺、椀、甕、圷、瓦 6C、7C後半～8C初頭 26

H－62号住居趾（C） （2，85）×4．23（10．75） 28cm N－152。一E 南辺東寄 臼玉、甕、圷 6C 26

H－63号住居肚（C） （3，80）×6，04（20，73） 45cm N－85。一E 東辺南寄二っ竃 臼玉、椀、甕、圷、瓦 9C 27

H－65号住居量（C） （3，48）×3，92（10，30） 43c皿 N－1030－E 東辺南寄 椀、羽釜、甕、圷 10C 28

H－66号住居肚（C） （1，92）×3，38　（5，70） 48c皿 N－800－E 未確認 臼玉、壺、甕、圷 9C後半 28

H－67号住居堤（’C） 3，47×4，80　15，50 47c皿 N－82。．E 東辺南寄 甕、圷、瓦、鉄器 8C後半 28

H－68号住居祉（C） （0，50）×（3，27）（1，36） 40cm N－88。．E 東辺南隅 甕、圷 8C 29

H－69号住居肚（C） （4，67）×4，10（12，84） 18c皿 N－5go．E 未確認 椀、甕、圷、鉄 5C後半 29

H－70号住居趾（C） （2，67）×5．05（15，80） 27c皿 N－93。一E 未確認 椀、甕、圷 9C 30

H－71号住居量（C） 一　　　一　　（0．18）
一 N－760－E 東辺 甕、圷 9C 29

H－72号住居杜（C） 2，20×2，38　（2，70） 12cm N－1250－E 未確認 蓋、甕、圷 7C 30

H－73号住居趾（C） （3，40）×（2，45）（8，20） 13cm N－870－E 東辺 椀、甕、圷 10C 31

H－74号住居趾（C） （2，97）×4，93（13，70） 40c皿 N－1710－E 南辺東寄 長頸壷、蓋、甕、圷、瓦 7C後半～8C前半 31

H－75号住居量（C） （2，37）×6．20（10，80） 25c皿 N－880－E 未確認 平瓶、甕、圷、瓦 8C 30
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遺構名（調査区） 規模㈲東西×南北面積㈹ 壁高 主軸方向 竃 遺　　　　　　物 時　　　期 Fig

H－76号住居堆（C） 3．50×3，00　9，70 28c皿 N－87。一E 東辺南寄 蓋、甕、圷 7C後半～8C前半 33

H－77号住居玩（C） （2，28）×（3．76）（8，10） 42cm N－82。一E 東辺南寄 蓋、甕、圷、瓦 7C後半～8C前半 33

H－78号住居杜（C） ．（0，85）×5，22　（3．90） 35c皿 N－87。一E 東辺南寄 甕、圷 8C 32

H－79号住居肚（C） （0．67）×（1，97）（1，10） 16c皿 N－980－E 東辺北寄 高圷、甕、圷 5C後半 32

H－80号住居肚（C） （1，63）×3．42　（4，70） 14c皿 N－173。一E 未確認 甕、圷 9C 34

H－81号住居阯（C） 3．33×3，55　10，31 17c皿 N－670－E 東辺南寄 臼玉、甕、圷 8C 34

H－82号住居量（C） 4，03×3．98（12，70） 6cm N－54。一E 東辺南寄 甕、圷 6C中 32

H－83号住居玩（C） 4．07×（3，42）（9．73） 45c皿 N－52。．E 東辺北寄 石製模造品、高圷、甕、甑、圷 5C末～6C前半 33

H－84号住居肚（C） 2，70×2．89　7，43 17cm N－77。一E 東辺南隅 甕、圷 8C 35

H－85号住居玩（A） 3．80×3，25（10，80） 23c皿 N－300－E 北辺東寄 甕、圷 不明 18

H－86号住居趾（C） 一　　一　（0，47） 『
N－88。一E 東辺 高圷、甕、圷 6C後半～7C前半 25

H－87号住居祉（A） （2，05）×3，73　（6，60） 27cm N－530－E 東辺南寄 甕、圷 7C 13

H－88号住居量（A） （1，30）×（3，40）（4．80） 23c皿 N－76。一E 東辺中央 臼玉、椀、甕、羽釜、圷 10～11C 13

H－89号住居肚（C） （3，04）×3．04　（7，70） 27c皿 N－760－E 未確認 甕、圷 6C後半～7C前半 19

H－90号住居玩（C） （2．38）×（2，66）（5。30） 17c皿 N－720．E 未確認 高圷、甕、圷 6C前半 19

H－91号住居肚（A） 3，23×（3．92）（11，20） 26c皿 N－62。．E 東辺南寄 管玉、蓋、甕、圷 7C 12

H－92号住居肚（A） （2．17）×（3，55）（6．80） 40cm N－60．W 未確認 甕、圷、砥石 8C 35

H－93号住居肚（C） （0，92）×4．30　（3，09） 18cm N－88。一E 未確認 羽釜、甕、圷 10～11C 29

H－94号住居趾（C） （1，31）×3，63　（3．70） 18c皿 N－970－E 東辺南寄 壺、甕、圷 10C 36

H－95号住居祉（C） （1．17）×（0，73）（0，43） 15c皿 N－560－E 未確認 甕、圷 不明 36

H－96号住居趾（C） 『 一
未確認 甕、圷 8C 36

H－97号住居量（C） （2．76）×2，77　（5，10） 5cm N－45。一E 東辺中央 石製模造品、臼玉、甕、高圷、圷、鉄 6C前半 36

H－98号住居肚（C） （1，87）×3．52　（5，75） 50cm N－850－E 未確認 石製模造品、臼玉、高圷、甕、壺、圷、鉄 8C 22

H－99号住居杜（C） （1，12）×（2，45）（1，30） 21cm N－60。一E 未確認 なし 不明 36

H－100号住居趾（A） 3．15×（3，77）（8．70） 50c皿 N－57。一E 東辺南隅 甕、圷 9C 35

H－101号住居玩（A） （1，53）×2．82　（3，30） 36c皿 N－600－E 東辺南寄 蓋、甕、圷、砥石 7C前半 35

H－102号住居壇A） （4，20）×（3，50）（12，30） 50c皿 N－74。一E 東辺南寄 甕、圷 8C 35

H－103号住居玩（C） （3，30）×2，43　（7．50） 20c皿 N－85。一E 東辺中央 羽釜、甕、圷 10～11C 31

H－104号住居杜（C） （3．40）×2，80　（8，70） 22cm N．820．E 未確認 蓋、甕、壷、圷、瓦、鉄 7C後半～8C前半 31

H－105号住居肚（C） 3，74×5，61　19，30 39cm N－87。一E 東辺中央瓦使用 蓋、甕、椀、圷、瓦
一
7
C
後
半 33

H－106号住居肚（C） 3．40×4，73（14．90） 32c皿 N－8go－E 東辺南寄 甕、圷 8C 37

H－107号住居玩（D） 3，24×4．07（11，76） 45cm N－57。一E 東辺南寄 甕、圷 7C後半 23

H－108号住居玩（D） （3，54）×4，08（13，80） 48c皿 N－63。一E 東辺南寄 石製模造品、臼玉、土玉、甕、圷 6C中 23

H－109号住居塩D） （4，00）×1，24・（3，50） 60c皿 N－73。一E 未確認 臼玉、土玉、甕、圷 7C 37

H－110号住居量（D） 3，52×3，00　9，20 30cm N－530－E 東辺中央 甕、圷 6C後半～7C 38

H－111号住居塩D） 4，82×4，95（19，40） 49cm N－56。一E 東辺中央 高圷、甕、壺、圷、瓦 6C 39

H－112号住居肚（D） 4．16×（2，80）（8．70） 30c皿 N－97。一E 未確認 甕、甑、圷 6C 39

H－113号住居肚（B） （1，02）×3，40　（3，00） 25cm N－14。一W 未確認 甕、圷 8C 38

H－114号住居杜（B） 3，47×4，16　14．00 32c皿 N－85。一E 東辺中央 長頸壺、甕、圷、瓦 9C 40

H－115号住居祉（B） 4，00×4．63　17，60 32cm N－79。一E 東辺南寄 蓋、甕、圷 7C前半 40
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遺構名（調査区） 規模㈲東西×南北面積㈹ 壁高 主軸方向 竃 遺　　　　　　物 時　　　期 Fig

H－116号住居塩B） （1，60）×3．30　（4．70） 14c皿 N－83。一E 東辺南寄 甕、圷、鉄 5C末～6C前半 38

H－117号住居肚（D） 3．08×2．97　（6．50） 58c皿 N－600－E 東辺南寄 石製模造品、甕、圷 7C 23

H－118号住居趾（C） 3，34×4．32　13．80 21cm N－144。一E 未確認 臼玉、高圷、甕、皿、圷 6C 26

H－119号住居量（D） 2，56×3，31　8．10 50cm N－53。一E 東辺南寄 甕、圷 6C後半～7C 38

H－！20号住居趾（C） （1．10）×3．60　（2，50） 18c皿 N－750－E 東辺南寄 蓋、甕、圷 6C後半～7C前半 20

H－121号住居杜（C） 3．50×3．17（10．00） 25c皿 N－82。一E 未確認 蓋、甕、椀、圷 7C後半～8C前半 37

H－122号住居趾（C） （3．33）×3，27　（9．24） 11cm N－77。一E 未確認 高圷、甕、圷 6C 34

H－123号住居肚（C） （1．25）×（2．06）（1，42） 19c皿 N－540－E 未確認 甕、圷 不明 28

H－124号住居塩B） （1，50）×3，92　（5．00） 14c皿 N－！8。一W 未確認 蓋、甕、圷 7C 38

H－125号住居肚（B） （2．25）×（3．07）（3．60） 10cm N－33。一W 未確認 圷 6C 41

H－126号住居肚（B） （2，92）×4，65（11，00） 30c皿 N－660－E 東辺南寄石組 甕、圷 6・C後半 41

H－127号住居肚（B） 3，43×2。84　　8．60 40cm N－94。一E 東辺中央 甕、圷 7C後半～8C前半 41

H－128号住居堆（B） 3．98×2，96　（10，20） 20c皿 N－780－E 東辺中央 甕、圷 6C後半 41

H－129号住居趾（C） 一　　一　　（0．32） 一
N－88。一E 東辺 高圷、甕、甑、圷 6C初頭 33

H－130号住居堆（B） 3．43×4．32　12．50 38c皿 N－115。一E 東辺北寄 石製模造品、蓋、甕、圷 8C後半 41

H－131号住居玩（B） 3，15×2．71　（8，10） 36cm N－83。一E 東辺南寄 蓋、甕、圷 7C後半～8C前半 41

溝趾一覧表

遺構名 位　　　置 方　　位 上幅（m） 下幅（m） 深さ（cm） 長さ（m） 時　　　期 Fig

W－4 X－47～48　Y－46 N－83。一E 1．08～1．42 最大0．97 14．0～37．0 東西　5．85 8C 43

W－5 X－42～43　Y－66 N－20－E 1．32～1．70 最大0．66 20．0～29．5 南北　6．20 7C後半～8C前 43

W－6 X－31　Y－67～68 N－20－E 0．57～1．07 最大0．80 14．5～25．5 南北　5．95 不明 43

W－7 X－28～30　Y－68～69 N－100－W 2．45～3．00 最大0．84 84．5～98．0 南北　8．55 中世 43

W－8 X－33　Y－79～84 N－30－E 1。50～2．30 最大1．84 6．0～24．0 南北21．64 平安 43

井戸玩一覧表

遺構名 位　　　置 標高（m） 形状 規模（m） 深さ（m） 時　　期 Fig

1－2

1－3

1－4

X－47～48　Y－51

X－29　Y－67～68

X－37　Y－66

124．2

124．8

124．36

円　形

円　形

円　形

2．85×2．70

1．64×1．53

1．45×1．36

（2．2）

（2．4）

（1．5）

平安

8C

7C後半～8C

44

44

44

土坑・落込み一覧表

遺構名

D－47

D－48

D－49

D－50

D－51

D－52

0－2

位　置 形状 規模（m） 深さ（m） 重複

X－54　Y－87　　　　　隅丸長方形　　0．74×0．53　　　1．14

当初土坑と位置づけたが、後に住居玩であることが判明し、H－96と変更した。

X－48Y－54～55　楕円形（1．17）×（0．38）　0．48

当初土坑と位置づけたが、後に住居趾H－129の一部であることが判明した。

X－33～34Y－83～84　隅丸長方形　　1．15×0．95　　　0．41　H－115

X－33Y－84～85　楕円形0．95×0．89　　1．3H－116
X－48～49　Y－48～49　　　　　　　（4．63）×　一　　　　〇．42　H－70

時期
古墳時代

不明

古墳時代

古墳時代

平安時代

Fig

42

42

42

42

42

42

44
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VI　ま と め

　本年度で2年目を迎えた大屋敷遺跡の発掘調査では、住居趾103軒、土坑4基、井戸肚3基、
　だ
溝趾5条、落込み1基を検出することができた。出土遺物でみると、遺構は検出されていないが

縄文時代中期の阿玉台式土器と加曽利E式土器から中世の内耳鍋に至るまでの広い時期にわたっ

ている。中でも古墳時代から平安時代までの遺物が多く出土している。遺構・遺物両面から本遺

跡地の主体をなすことが裏付けられた。特に住居量からの出土例の稀な古墳時代の遺物も検出さ

れた。そこで、古墳時代に焦点をあてて、特筆される遺物を中心に本年度の発掘調査の成果と問

題点を述べてみたい。

　須恵器台付長頸壷は、H－58号住居趾の南東隅で出土している。口径11．4cm、脚部を欠損して

いるが、全体を復元すれば高さ45．2cm、底径20．4cmとなる。文様構成は、口頸部に3段の横位沈

線区画に簾状文（4段目は磨り消した跡が見られる）、胴部に2段の横位沈線区画に櫛描斜行列

点文を巡らしている。台部の多くは欠損しているが、3方に円孔が開き、その下部に方形透しの

一部が認められる。胎土は精選され、器面に光沢が見られる。型式的にはTK43期に該当し、6

世紀第3～4四半期に位置付けられる。今回のように住居玩からの出土は他に事例がなく、類例

としては古墳石室の副葬品として

の出土が一般的である。その中で

類似しているものを求めると、高

崎市綿貫観音山古墳の石室から出

土している有蓋台付壺が挙げられ

る。大きさは大屋敷遺跡出土のも

のに比べてやや小さいが、文様構

成・器形の特徴等において極めて

類似しており、同一工人集団によ

り製作された可能性を思わせるほ

どである。このことから、本遺跡

と観音山古墳との係わりを考える　　　　　一

ことができよう。地域豪族を傘下

に治め、榛名山南面に君臨し、上　　　＿＿＿

毛野国の中枢に就いた豪族の墳墓　　　　　　　　一一一
　　　　　　　　　　　　　　大屋敷遺跡出土　　台付長経壷　　　　　観音山古墳出土　有蓋台付壷

と推定されるといわれる観音山古　0　　　　1：5　　　　2伽（群馬歴史博物館（1990）より一部改図）

墳（注1）と大屋敷遺跡との結び付

　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．7　観音山古墳出土須恵器との比較
きが注目される。
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古墳時代（6世紀）住居埴の出土遺物

住居杜名

H－11
H－12
H－27
H－32
H－38
H－55

H－56
H－57

H－58
H－62
H－83
H－97
H－108
H－118

出
． 土遺物（石製模造品他）

臼玉1
大型高圷（土師器）、剣形品2

剣形品1

臼玉1
臼玉1、土玉1

大型器台（須恵器）、勾玉1、剣形品1

有孔板1、板状品1、臼玉11

刀子2、斧1、錺i1、有孔板6、臼玉13

大型器台（須恵器）、勾玉1、紡錘車1

有孔板2、板状品3

台付長頸壼（須恵器）

臼玉1

勾玉1
勾玉3、剣形品5、刀子1、錺i1

有孔板23、板状品4、臼玉131

有孔板1、土玉1

臼玉1

他の時期の遺構等出土の関連遺物
住居玩名

H－35
H－54

H－63
H－66
H－81
H－88
H－91
H－98
H－109
H－！17

H－130
W　－　5

×48Y55
×49Y66
×61Y77
A区表採
C区表採

D区表採

出土遺物（石製模造品他）

大型器台（須恵器）

鎌1、刀子1、有孔板3

板状品1、臼玉2

臼玉2
臼玉1
臼玉1
臼玉1
管玉1
有孔板2、板状品1、臼玉3

土玉1
有孔板4

紡錘車1

臼玉1
臼玉1
臼玉1
紡錘車1

有孔板1

剣形品1、盾1、有孔板1

臼玉8
勾玉1

　また、本年度は一般の集落での例は極めて稀な須恵器大型器台も出土している。H－35号住居

趾では脚部、H－55・57号住居堆では脚部と口縁部の出土である。脚部は4方に円孔を有し、そ

の下部に櫛描波状文を巡らせ、方形の透しをもつものである。H－55・57号住居趾出土の口縁部

は、口唇部に鍔状で2条の沈線がみられ、その下部に櫛描波状文と沈線を巡らしている。H一一35、

55・57号住居趾出土の両者ともに胎土・整形がよく似ているが、接点がなく出土位置も離れてお

り、同一個体であるか不明であるため、2個体の出土と考えられる。型式的にはMT15～TK10

期に該当し、6世紀前半～中葉に位置付けられる。須恵器大型器台の類例としては、前橋市前二

子古墳、伊勢崎市原之城遺跡、高崎市上小塙稲荷山古墳、群馬町後疋間遺跡が挙げられる。前二

子古墳は6世紀初頭の首長層級の大型前方後円墳であり、原之城遺跡は6世紀中葉の豪族の居館

趾であることから、大屋敷遺跡で出土した大型器台は本地域に豪族の存在を想定させる資料とい

えよう。

　さらに、H－97号住居祉を中心に出土している石製模造品は、祭祀と深い係わりをもっと思わ

れる。細片（厚さ2mm以下、長さ3cm以下）が358点と多く出土していること、他の住居趾との

重複によりH－97号住居趾に不明な部分も残されていること、石材である頁岩（注2）の性質から

薄く剥がれ易く加工も容易なことから、石製模造品を生産する工房肚の可能性も考えられる。し

かし、H－97号住居趾では、石核のような比較的大きなものや荒割り工程や加工の際に生ずる砕

片の出土は見られず、細片の中には磨り痕や有孔が見られるものが多くある。これは、製作過程

で出る剥片ではなく、製品であったものが、薄く板状に剥がれ易い頁岩の性質のために細かく剥

がれたり、大屋敷遺跡特有の粘性の強く堅く締まった土のために掘って行く過程で砕かれたりし

たものも含まれていると思われる。これらのことから、仮に本住居を製作趾とした場合でも、集

落外の需要のために石製模造品を製作し搬出・供給していたものではなく、本遺跡内の祭祀のた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31
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Fig．

　　　　　　轡　一一一地
　　　　　　　　　　　　　　　　1．前橋市大屋敷遺跡

　　　　　　　　　　　　　　　　2．伊勢崎市原之城遺跡　　　　　　　　●頁岩製模造品出土遺跡
　　　　　　　　　　　　　　　　3．太田市舞台A・B・D遺跡
　　　　　　　　■滑石製模造品出土遺跡
　　　　　　　　　　　　　　　　4．太田市金井口埴輪窯祉

　　　　　　　　　　　　　　　　5．太田市中西田遺跡

　　　　　　　　　　　　　　　　6．太田市高林築場遺跡
　　　　　　　　　10

　　　4●　　3●●　　　●7　　　　　　　　　　　11・富岡市本宿・郷土遺跡

　　　δ5　　　　　　　　　　　　　　　12．富岡市久保遺跡

　　　　　　　　　　　　　　　13．甘楽町笹遺跡

　　　　　　　　　　　　　　　14．藤岡市竹沼遺跡

　　　　　　　　　　　　　　　15．群馬町三ッ寺1遺跡
　　　薩翻三波川変成岩（滑石産地）　16．伊勢崎市八寸大道上遺跡

　　　刎秩父中・古生層（頁岩産地）

9　石製模造品の出土遺跡と石材産地

めに製作を行った最終工程のみの作業を実施した工房趾と考えられる。H－97号住居玩の出土土

器の総数は1，861点であるが、そのうち土師器高圷が60％を占めている。その破損が著しいため

高圷の脚部で個体数を見ると、16個体以上（破損度が高く、図示できたものは高圷脚2点）と一

般住居玩の出土数とは大きく異なっている。このため、H－97号住居玩は、工房趾の可能性を示

すとともに、祭祀に深く係わりのある遺構としておきたい。出土した高圷を見ると、底部の摩耗

が少なく接合が困難な程破損度が高いことから、使用期間は一般の土器類と比較して極めて短く

一時的に使用された後に故意に壊されたと考えられる。つまり、祭祀のためのみに使用され、祭

祀を終えると破砕され、H－97号住居肚に石製模造品とともに投棄されたのであろう。その時期

は、偏平化した石製模造品やH－97号住居玩出土の鬼高1期に該当する土師器から6世紀前半と、

考えられる。

　以上のような本年度の出土遺物から考えると、大屋敷遺跡は古墳時代の単なる集落ではなく、

有力者の存在を思い起こさせる遺跡地である。石製模造品や高圷等が多く出土して祭祀に深い係

わりを持っ遺構、古墳や豪族の居館杜にその出土例を求めることができる須恵器大型器台、観音

山古墳石室に納められていたものと同一工人集団の製作と考えられる台付長頸壺、さらに昨年度

出土した「三ツ寺型高圷」（注3）から6世紀初頭～後半にかけての豪族の存在が浮かび上がって

くる。その一方で、原之城遺跡（注4）と八寸大道上遺跡（注5）の関係ような豪族の居館趾と周辺

に位置しその勢力を支える集落のような見方もできる。近辺に豪族の居館趾が存在し、本遺跡が

その勢力に従属する集落になる可能性も否定できない。いずれにしても本年度の発掘調査により

有力者の存在が浮かび上がってこよう。周囲に濠や柵列・土塁が見られないことから豪族の居館
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趾と断定できないが、三ッ寺1遺跡や原之城遺跡や本宿・郷土遺跡のように祭祀に関連する遺物・

遺構を伴うこと、西側から南側を八幡川、東側を現在の天狗岩用水（本遺跡地の立地する台地面

との比高差5～6mを測ることから秋元氏開削以前に河川が流れていたと考えられる）を自然の

濠と考えれば、豪族の居館趾を想定することもできよう。さらに、古墳に深く係わる出土遺物か

らその墳墓について推測すれば、当然のことながら周囲に位置する総社古墳群が考えられよう。

上毛古墳綜覧（注6）に記載されているが現在は開発等によりその姿を目にすることはできない古

墳も考慮しなければならないであろうが、現存する古墳と大屋敷遺跡出土遺物で単純に対応させ

てみると、須恵器大型器台・石製模造品・「三ッ寺型高圷」は王山古墳の構築時期にあたり、台

付長頸壺は総社二子山古墳と同時期のものといえよう。

幅6mのトレンチ調査であるが、来年以降も発掘調査が継続されることにより、大屋敷遺跡の

全貌も少しずっ解明されるであろう。北から東に総社古墳群を携え、西に山王廃寺、南に国府域

を望む場所に立地している本遺跡の位置付けは、今後の周辺地域の遺跡も含めて検討されなけれ

ばならないであろう。

（注1）

（注2）

（注3）

（注4）

（注5）

（注6）

梅澤重昭「観音山古墳の発掘調査」「藤ノ木古墳と東国の古墳文化』群馬県立博物館（1990）。

大屋敷遺跡出土の頁岩製模造品と同じ石材を使用した製品は、宮田毅氏（太田市教育委員会）の

御教示によれば、市内の金井口埴輪窯玩、舞台A・B・D遺跡、中西田遺跡、梁場遺跡にもみら

れる。栃木県埋蔵文化センターの篠原裕一氏の御教示によれば、栃木県内では小山市周辺の鬼高

期の遺跡で多出しているとのことである。また、祭祀遺構である富岡市久保遺跡では、石製模造

品（製品）が、約6，000点出土しているが、滑石製が99％を占め、大屋敷遺跡と同じ頁岩製のも

のは、約1％（64点）である。

「大屋敷遺跡1』（前橋市埋蔵文化財発掘調査団1993）において、三ッ寺1遺跡・元総社明神遺

跡V・大屋敷遺跡1で出土した土師器大型高圷を「三ッ寺型高圷」と呼称した。大屋敷遺跡のH－

11号住居趾で出土した高圷は口径30．6cmを測る。

原之城遺跡では、石製模造品が臼玉を含めて約150点出土している。うち滑石製のものは約10

％で、他の約90％の石材は頁岩（報告書では「粘板岩質」と表記されているが、大屋敷遺跡出土

の頁岩製の石製模造品と同一石材）である。原之城遺跡出土の頁岩製模造品は、大屋敷遺跡のも

のに比べて肉厚で大きなものである。自然面を残したままの石製模造品もみられる。大屋敷遺跡

出土の石製模造品の石材は、臼玉を除くと89％（臼玉を含めると62％）が頁岩製であり、原之城

遺跡に近い比率を示している。また、製品に自然面を残したままのものが確認されている点にお

いても共通性がある。これらのことは、2っの遺跡の勢力の違いであるか、頁岩の産地からの距

離の違いであるか確定できないが、いずれにしても、原之城遺跡においては大屋敷遺跡より頁岩

製模造品を入手し易いことを示していると考えられる。

八寸大道上遺跡は、原之城遺跡の約150mの谷を挟んだ東側に位置する玉類の製作をしていた

集落である。製品も含めてそのほとんどの石材が滑石であり、頁岩製のものは極めて少なく、臼

玉や剣形品等において稀にみることができる程度である。また、穿孔した未製品や割り工程の滑

石の剥片が大量に出土している。報告書では、八寸大道上遺跡の玉類の生産は、粕川下流域内

（原之城遺跡）と東方地域へ向けた生産流通の拠点としての姿であり、原之城居館豪族の権力基

盤の一面であったと推定している。しかし、八寸大道上遺跡の石材は滑石であり、原之城遺跡の

石製模造品の石材において頁岩が約90％を占めることとは大きく異なっている。このことから考

えると八寸大道上遺跡で製作した玉類が原之城居館へ供給されていたかは検討を要するであろう。

「上毛古墳綜覧』（群馬縣1938）には、総社地区に15基の古墳が記載されている。
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Tab．3　古墳時代～中世土器観察表

番 出土

器形
大き　さ

①胎土②焼成③色調④残存 　　　成　・整形方法 備　　　　考 Fig
号 位置 口径　器高 口縁・胴部 底　　　部

1 H－28 土師小甕 ［12，2］13，6 ①細粒②良好③にぶい褐④1／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 45

2 H－29 土師圷 ［12，8］　4，5 ①細粒②良好③榿④1／2 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 45

3 H－32 土師圷 ［14，21［5，1］ ①細粒②良好③榿④1／2 内斜口縁、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に暗紋。黒色処理。 45

4 H－32 土師圷 11，0　5，4 ①細粒②良好③榿④4／5 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。口唇部角頭状。 45

5 H－32 土師圷 12，2　5，2 ①細粒②良好③榿④1／2 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に微かに暗紋。 45

6 H－32 土師小甕 13，6　11．5 ①中粒②良好③赤榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 45

7 H－32 須恵大甕 25，8　13．3 ①細粒②良好③灰白④1／6 外反。輪。 欠損。 胴部に最大径。内面にたたき痕。 45

8 H－35 須恵高台皿 13，0　2．7 ①細粒②良好③明青灰④完形 外反。輔。 回転糸切り未調整。 高台後付け。窯変。 45

9 H－35 須恵圷 13，0　3．5 ①細粒②不良③灰④完形 端部外反。輪。 回転糸切り未調整。 45

10 H－35 須恵圷 ［14，8］　3，7 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／3 外傾。輔。 回転糸切り未調整。 45

11 H－35 須恵圷 11。5　3，8 ①細粒②良好③灰白④1／3 端部外反。輔。 回転糸切り未調整。 45

12 H－35 須恵圷 12，0　3，9 ①細粒②良好③灰黄④1／2 外傾。輪。 回転糸切り未調整。 45

13 H－35 須恵高台椀 15，2　5．1 ①細粒②良好③灰④2／3 端部外反。1醐。 回転糸切り未調整。 高台後付け。 45

14 H－35 須恵大型器台 一　［4．7］ ①細粒②良好③灰白④小片 欠損。 欠損。 円形の透し口を有す接合部の一部のみ残存。 45

15 H－38 土師盤状圷 17，6　4．6 ①細粒②良好③榿④2／3 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 45

16 H－38 灰粕高台皿 ［13，0］　3，0 ①細粒②極良③灰白④1／4 外傾。輪。 回転糸切り後撫で調整。 内面に粕薬刷毛塗り。 46

17 H－38 須恵高台椀 ［13，6］　5，7 ①細粒②良好③浅黄④1／2 端部外反。輔。 回転糸切り後撫で調整。 高台後付け。 46

18 H－41 土師甕 18，6［27，0］ ①中粒②不良③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 頸部に1条の沈線。 46

19 H－42 須恵圷蓋 12，2　3．1 ①細粒②良好③浅黄④3μ 鵜回転翻整。宝珠摘まみ。、天井部から口縁部にかけて段と！条の沈線を回らす。口縁部に返し。天井部にわずかに自然粕が付着。 46

20 H」42 土師圷 ［10，2］　3．0 ①細粒②良好③榿④1／3 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 46

21 H－43 土師圷 15，0　4，・6 ①細粒②良好③榿④ほぼ完形 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 46

22 H－43 須恵台付長頸壺 一　［15，71 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／2 ロ縁部欠損。輔。 後付けされ始部に3方向の円形透かし口。肩部燗隔の空いた櫛状の刺突。 46

23 H－43 土師甕 ［21，6］40，0 ①中粒②良好③にぶい榿④5／6 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径。 46

A

24 H－46 灰粕高台皿 12，8　2，7 ①細粒②極良③灰白④ほぼ完形 外傾。輔 回転糸切り後箆調整。 高台後付け。粕薬浸し漬け。 46

25 H－46 灰粕高台椀 ［13，6］　4，2 ①細粒②極良③明オリーブ灰④1／2 外傾。輔。 回転糸切り後箆調整。 高台後付け。粕薬浸し漬け。 46

26 H－46 土師小甕 ［10，8］　9，2 ①細粒②良好③にぶい黄褐④1／2 外傾、横撫で。箆撫で、箆削り 箆削り。 胴部に最大径。 46

27 H－46 須恵羽釜 ［21，0］［12，4］ ①細粒②良好③灰白④1／10 内傾。輔。 欠損。 鍔部に最大径。上向きの鍔。 46

28 H－47 土師圷 ［12，8］　6，4 ①細粒②良好③榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に放射状の暗紋。 46

29 H－47 土師圷 13，8　4，6 ①細粒②良好③榿④完形 内斜口縁。横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に放射状の暗紋。 46

30 H－47 土師甕 17，0　29，3 ①細粒②良好③明黄褐④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 47

34



番 出土

器形
大き・さ

①胎土②焼成③色調④残存 　　　成　・整形方法 備　　　　考 Fig
号 位置 口径　器高 ’口縁・胴部 底　　　部

31 H－47 土師小甕 14，4　10．0 ①細粒②良好③黄榿④4／5 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 47

32 H－48須恵圷 10．8　3，6 ①細粒②良好③浅黄榿④4／5 外傾。繍。 回転糸切り未調整。 47

33 H－48須恵圷 12，0　3，8 ①細粒②良好③にぶい褐④3／4 外傾。鞭。 回転糸切り未調整。 47

34 H－48 土師圷 ［12，6］　3．6 ①細粒②良好③明赤褐④1／4 外傾、横撫で。箆削り1 箆削り。 47

35 H－48 須恵高台椀 ［19，4］［7，3］ ①細粒②良好③青灰④1／2 外傾。輔。 回転糸切り後撫で調整。 高台後付け。高台部欠損。大型品。 47

36 H－48須恵圷 10．8　3，7 ①細粒②良好③にぶい榿④3／4 外傾。輔。 回転糸切り未調整。 47

37 H－48須恵圷 13，2　3．4 ①中粒②不良③明緑灰④完形 外傾。輔。 回転糸切り未調整。 47

38 H－48 須恵高台椀 ［14，0］　7，1 ①細粒②不良③にぶい榿④1／2 外傾。輔。 回転糸切り後撫で調整。 高台後付け。内外面微かに箆磨き。 47

39 H－48須恵椀 10．2　4，1 ①細粒②良好③にぶい黄榿④2／3 外傾。輪。 回転糸切り未調整。 47

40 H－50土師圷 ［13．0］［5．5］ ①細粒②極良③明赤褐④1／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 47

41 H－50 土師甕 19，0　32，0 ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／3 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 47

42 H－53 須恵圷 12，3　4，0 ①細粒②良好③緑灰④ほぼ完形 端部外反。輔。 回転糸切り未調整 48

43 H－54 須恵圷 11．2　3．6 ①細粒②不良③灰褐④2／3 外傾。輔。 回転箆削り。 48

44 H－56 須恵圷蓋 ［11，2］　3．2 ①細粒②良好③灰白④1／2 韓輔。回転箆削り。天井部中心に隆起。 48

45 H－56 土師圷 11，8　3，5 ①細粒②良好③榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 48

46 H－56 土師圷 10，8　3，4 ①細粒②良好③黄榿④完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。小型品。 48

47 H－56土師圷 ［16．7］　5，2 ①細粒②極良③榿④1／2 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 48

48 H－56 土師圷 11，2　3，8 ①細粒②良好③榿④ほぼ完形 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 48

49 H－56 土師小壺 ［7，2］　7，2 ①細粒②良好③榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 頸部に1条の沈線。 48

50 H－56 土師圷 16．0　5，6 ①細粒②極良③榿④2／3 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 48

51 H－56 土師小壷 8，8　！0，6 ①細粒②良好③浅黄榿④3／4 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 48

52 H－56 土師甕 22．2　36，1 ①中粒②不良③明黄褐④2／3 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径を有する。 48

53 H－57 須恵台付壺 一　［4．5］ ①細粒②良好③灰④1／10 脚部のみ残存。脚部に2条の沈線、円形透口。底径（8，6）。 48

54 H－57 土師鉢 ［10，4］　6，5 ①細粒②良好③浅黄④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 剛り。 底部肥厚。 48

55 H－57 須恵大形器台 一　［8．1］ ①細粒②極良③緑灰④一 鍔状の口唇部に2条の沈線。口縁部に櫛掻き波状文及び1条の沈線。接合部径12，6。脚部に4方向の円と方形の透し口。 48

56 H－58土師圷 ［13，2］［3，4］ ①細粒②不良③赤褐④1／3 外反、横撫で。箆削り。 隙り， 隔， 48

57 H－58
須恵台付長頸壺 11，4［31．11 ①細粒②極良③暗緑灰④2／3 直立。輕櫨。脚部欠損。頚部に3段の櫛描直線文、胴部に2段の櫛描斜行列点文、脚部3方向に円形および方形の透し口。 48

58 H－58土師甕 19，6　12，5 ①中粒②不良③にぶい榿④1／4 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 49

59 H－58土師甕 20．8［34．0］ ①中粒②不良③にぶい褐④1／3 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 口縁部に最大径。 49

60 H－59 土師圷 ［9，6］　5，6 ①細粒②極良③明赤褐④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 口唇部角頭状。形態特殊。 49

61 H－59 土師圷 13．！　5，2 ①細粒②良好③榿④完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 鋭い外稜。口唇部角頭状。 49

62 H－59 土師高圷 一　［5。5］ ①細粒②極良③榿④1／2 欠損。 脚部横撫で、箆削り。 脚部のみ残存。底径9．4。 49

63 H－59 土師圷 12，6　5，2 ①細粒②良好③榿④完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。口唇部角頭状。 49

64 H－59 土師高圷 ［12．8］　9．2 ①細粒②良好③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 脚部箆削り。 圷部に外稜。 49

65 H－59土師圷 13，2　5，9 ①細粒②良好③榿④完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。口唇部角頭状。 49

66 H－59 土師圷 13，0　5，6 ①細粒②良好③明赤褐④完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 鋭い外稜と1条の沈線。口唇部角頭状。 49

67 H－59 土師甑 14．0　14．2 ①中粒②不良③にぶい榿④完形 直立。箆削り。 箆削り。 内面に刷毛目。焼成後に穿孔。甕の製作変更品。 49

68 H－59土師甕 14，8　29．0 ①中稜②良好③にぶい赤褐④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 49

69 H－59 土師甕 24，0　25，5 ①中粒②良好③にぶい黄榿④ほぼ完形 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 49

70 H－60須恵蓋 14．2　5，8 ①細粒②良好③暗緑灰④ほぼ完形 轄輔。回転箆調整。摘まみ部撫で調整。突出した円形摘まみ。天井部に外稜。 49

71 H－60土師圷 15．2　4，4 ①細粒②極良③赤褐④ほぼ完形 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。内面底部にベンガラ付着。立ち上がり外面に外稜及び2段の段。底部外面に磨き痕。 49

72 H－61 土師圷 11，8　4．5 ①細粒②良好③黄榿④3／4 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 隔， 49

73 H－61 須恵椀 ［7，8］　6，1 ①細粒②極良③緑灰④1／2 直立。輔。 回転糸切り後撫で調整。口縁内側に段。胴部外面に2条1組の沈線が嚇内外面に自然粕付着。 49

74 H－61 須恵高台椀 17，8　4，1 ①細粒②極良③灰白④3／4 外傾。鞭。 回転箆削り。 高台後付け。 50

75 H－61 土師甕 ［22．2］［18，0］ ①中粒②不良③黄榿④1／4 外反、横撫で。箆削り。 欠損。． 口縁部に最大径。 50

76 H－61 須恵台付長頸壺 一　［15．4］ ①細粒②良好③青灰④1／3 頸部から上欠損。肩部に5条の沈線と櫛状の刺突が2列。外面に自然粕付着。内面に平行のたたき目。胴部最大径22，0。 50

77 H－62 土師圷 12。3　4．2 ①細粒②良好③榿④4／5 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 50

78 H－63須恵圷 10，4　4，1 ①細粒②極良③明紫灰④2／3 外傾。輔。 回転糸切り未調整。 50

79 H－63 須恵圷 ［11．4］　3，9 ①細粒②極良③灰④1／2 端部外反。輔櫨。 回転糸切り未調整 50

80 H－63 土師圷 12．2　3，2 ①細粒②良好③にぶい榿④2／3 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 50
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81 H－63土師甕 20，6［17，5］ ①細粒②良好③明褐④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 50

82 H－65 須恵高台椀 ［13，8］　6，2 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／2 外傾。輔。 回転糸切り後撫で調整。 高台後付け。 50

83 H－65 須恵羽釜 17，2　15，0 ①細粒②良好③オリーブ灰④1／10 内傾。輔。 欠損。 上向きの鍔。口縁部の一部分のみ残存。 50

84 H－66 土師小壺 ［12，0］［8，0］ ①細粒②良好③赤褐④1／8 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 胴部に最大径。 50

85 H－66 須恵圷 ［12，2］　3，6 ①細粒②良好③緑灰④1／3 端部外反。輔。 回転糸切り未調整。 50

86 H－66土師圷 ［12，2］　3，1 ①細粒②良好③明褐④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 50

87 H－67 土師圷 ［12，4］　3，0 ①細粒②良好③榿④！／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 50

88 H－69 土師椀 ［12，2］　6，2 ①細粒②良好③榿④1／3 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に暗紋。和泉系統の鬼高1式土器。 50

89 H－70 須恵高台椀 ［13，0］　3，9 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／4 端部外反。輔。 回転糸切り後撫で調整。 51

90 H－71 須恵圷 9，6　3，2 ①細粒②極良③灰白④1μ 外傾。1醐。 回転箆削り。 51

91 H－72 須恵蓋 ［13，4］　2，8 ①細粒②良好③明緑灰④1／4 轄櫨。回転箆調整。摘まみ部撫で調整。円形摘まみ。口縁部に返し。 51

92 H－72 須恵圷 ［11，4］　3，1 ①中粒②良好③明オリーブ灰④1／3 外傾。輪。 回転箆調整。 外面にかすかに自然粕付着。 51

93 H－73 灰粕高台椀 ［16，21　6，2 ①細粒②極良③灰白④1／3 外傾。輔。 回転箆調整。 内面に粕薬刷毛塗り。 51

94 H－73 土師圷 13，2　3，7 ①細粒②良好③榿④2／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 51

95 H－74 須恵台付長頸壺 一　［7，5］ ①細粒②極良③灰白④1／3 欠損。繍。 回転箆調整。 底部～胴部にかけての一部のみ残存。 51

96 H－74 須恵蓋 13，2　2，7 ①中粒②不良③灰④4／5 轄輔。回転箆調整。偏平化した宝珠摘まみ。天井部から口縁部にかけて緩やかな段差。口縁部に返し。 51

97 H－74 土師圷 11，0　3，6 ①細粒②良好③榿④2／3 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に細い条線状の使用痕。 51

98 H－74 土師圷 12，6　3，7 ①細粒②不良③にぶい榿④完形 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 底部に『井』状の線刻。 51

99 H－74 土師圷 12，8　3，2 ①中粒②良好③榿④1／2 外湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 底部に『井』状の線刻。 51

100 H－75 須恵平瓶 一　［6，0］ ①細粒②極良③灰黄④3／4 欠損。回転箆調整。 箆削り。 肩部全面に同心円状の模様。最大径13，9。 51

101 H－75 須恵圷 ［12，8］　4，0 ①細粒②極良③灰黄④1／3 外傾。輪。 回転糸切り未調整。 51

102 H－76須恵蓋 0，4　［1．7］ ①中粒②良好③白④ほぼ完形 韓輔。回転箆調整。っまみ欠損。天井部に3本の線刻と1条の沈線。口縁部に返し。 51

103 H－76 須恵甕 24．4　［7，0］ ①細粒②極良③灰④1／6 外反。輔。 欠損。 胴部内外面にたたき痕。 51

104 H－76土師圷 ［12．2］　3．9 ①細粒②良好③榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 51

105 H－77 須恵蓋 ［12。6］　2，6 ①細粒②良好③オリーブ灰④1／3 輔櫨。回転箆調整。摘まみ部撫で調整。偏平な円形摘まみ。口縁部に返し。 51

106 H－77土師圷 11．6　3，5 ①細粒②良好③明褐④ほぼ完形 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 51

107 H－77 須恵圷 ［12，81　4，！ ①細粒②極良③明オリーブ灰④1／3 外傾。輔。 回転糸切り後箆調整。 51

108 H－77土師圷 ［18，0］　3，7 ①中粒②不良③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部の立ち上がりがなだらかで皿状。 51

109 H－77 土師圷 ［11，8］　3，7 ①細粒②良好③榿④2／3 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。． 51

110 H－78土師圷 12，2　3，1 ①細粒②良好③にぶい榿④2／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 51

111 H－79 土師圷 ［15，6］［5，0］ ①細粒②良好③榿④1／4 内斜口縁、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に平行な暗紋。 52

112 H－79 土師高圷 17，2　13，0 ①細粒②極良③榿④5／6 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 杯部内外面及び脚部に暗紋。 52

113 H－79 土師甕 17，2［15。5］ ①中粒②良好③にぶい榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 52

114 H－81 土師圷 ［12，21　3，7 ①中粒②良好③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。内面に微かに放射状暗紋。 52

115 H－81 土師小壺 11，4　11，7 ①中粒②良好③明赤褐④2／3 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 52

116 H－81 須恵大甕 一　［26，0］ ①細粒②良好③にぶい赤褐④1／8 欠損。撫で調整。 欠損。 内外面にたたき痕。胴部一部分のみ残存。 52

117 Hr82 土師圷 12，6　4，6 ①中粒②不良③淡黄④完形 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 立ち上がり外面に外稜及び1条の沈線。 52

118 H－82 須恵圷身 11．9　4，2 ①細粒②良好③緑灰④口縁部一部欠損 内傾。輔。 箆調整。 鋭い外稜。 52

119 H－82 土師圷 12，6　4。5 ①中粒②不良③にぶい黄榿④完形 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 鋭い外稜。 52

120 H－82土師甕 一　［20，0］ ①中粒②良好③浅黄④1／3 欠損。箆削り。 箆削り。 底径a3。 52

121 H－83土師甑 13，4　11，8 ①中粒②良好③にぶい榿④2／3 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。一 口縁部に最大径。 53

122 H－83 土師高圷 16，6　14，0 ①細粒②極良③榿④ほぼ完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 圷部に外稜。 53

123 H－83土師甕 20，4　35，5 ①中粒②良好③浅黄④ほぼ完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。一 胴部に最大径。 53

1P4 H－87土師圷 11，6　3，8 ①細粒②良好③にぶい榿④2／3 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 53

125 H－88 須恵高台椀 ［12，6］　3．7 ①中粒②不良③明オリーブ灰④1／2 端部外反。輪。 回転糸切り未調整。 高台後付け。 53

126 H－88 灰粕高台椀 ［14，8］　4，5 ①細粒②良好③灰白④1／2 端部外反。鱒。 回転糸切り後箆調整。 内面に粕薬刷毛塗り。 53

127 H－88土師圷 11，8　4，1 ①細粒②良好③浅黄④完形 端部外反。輔。 回転糸切り未調整。 内面箆磨き黒色処理。 53

128 H－88 須恵羽釜 ［21，0］［13，5］ ①細粒②良好③にぶい褐④1／10 内傾。灘。 欠損。 鍔部に最大径。上向きの鍔。 53

129 H－89 土師圷 10，0　3，3 ①細粒②良好③榿④4／5 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 53

130 H－92土師圷 ［12，6］　3，3 ①細粒②良好③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 53
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131 H－92 須恵圷 ［13，0］　4．0 ①細粒②極良③明オリーブ灰④1／2 外傾。輔。 回転箆調整。 53

132 H－93 須恵圷 13．0　3，6 ①細粒②良好③灰白④1／2 外傾。輪。 回転糸切り後箆調整。 53

133 H－93 須恵羽釜 ［19，6］［6，0］ ①細粒②極良③黒④1／20 内傾。輔。 欠損。 水平の鍔。口縁部の一部のみ残存。 53

134 H－94 灰粕長頸壺 一　［12．5］ ①細粒②極良③オリーブ灰④1／3 欠損。輪。 欠損。 胴部一部分のみ残存。外面に自然粕付着。 54

135 H－94 土師圷 ［14．01　4，0 ①細粒②極良③榿④1／4 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に平行な暗紋。 54

136 H－96 土師甕 23，6［28，0］ ①細粒②良好③黄榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 口縁部に最大径。 54

137 H－97 土師高圷 一　［4，6］ ①細粒②極良③明褐④1／3 欠損。 脚部横撫で、箆削り。 脚部のみ残存。底径8．2。 54

138 H－97 土師高圷 ［＆4］13．0 ①細粒②極良③榿④1／3 欠損。 脚部箆削り、撫で調整。 脚部に大きな膨らみ。 54

139 H－97 土師圷 12．6　4．8 ①細粒②稜③榿④4／5

　　　　　甫

直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 54

140 H－101 土師圷 10．2　3，2 ①中粒②良好③榿④2／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。小型品。 54

141 H－101 須恵圷 9，2　3，3 ①細粒②良好③緑灰④ほぼ完形 直立識櫨。 不定方向箆削り。 蓋の可能性有り。 54

142 H－101 土師圷 ［14，0］　4，7 ①細粒②良好③榿④1／2 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 54，

143 H－102 土師圷 12，6　3．7 ①細粒②良好③榿④1／2 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 54

144 H－103 須恵羽釜 21，6　23，6 ①細粒②極良③にぶい黄④1／2 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に暗紋。鍔部に最大径。下向きの鍔。 54

145 H－104 土師圷 13．0　3，8 ①細粒②良好③黄榿④2／3 内湾、横撫で。箆削り。‘ 箆削り、 54

146 H－104 土師圷 10，8　3，4 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 外湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 54

147 H－104 土師圷 15，6　5．8 ①細粒②極良③榿④1／2 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 54

148 H－104 土師圷 11．4　3．3 ①細粒②良好③にぶい榿④3／4 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り， 54

149 H－104 土師小甕 12，0　［8，0］ ①細粒②良好③明赤褐④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 54

150 H－104 須恵甕 12，8［12．0］ ①中粒②良好③にぶい榿④1／2 外反。輪。 欠損。 54

151 H－104 須恵蓋 ［19．21［2．51 ①細粒②良好③青灰④1／4 鞭輔。回転箆調整。口縁部に返し。摘まみ欠損。 55

152 H－104 須恵圷 ［13，2］　4，0 ①細粒②良好③灰白④1／2 外傾説櫨。 回転糸切り後撫で調整。 55

153 H－105 須恵蓋 18，9　3．5 ①細立②良好③灰白④4／5 輔櫨。回転箆調整。偏平な円形摘まみ。口縁部に返し。 55

154 H－105 須恵高台椀 ［16．2ユ　4．2 ①細粒②極良③緑灰④1／3 外傾。輔。 回転箆削り。 55

155 H－105 土師圷 17，4　3，8 ①細粒②良好③榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 55

156 H－105 土師圷 14．8　5，1 ①中粒②良好③にぶい榿④完形 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 55

157 H－106 土師圷 12．8　3．0 ①細粒②良好③黄榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 55

158 H－107 土師圷 11，6　2．9 ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 55

159 H－108 土師圷 12．0　4，2 ①中粒②良好③灰黄褐④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 55

160 H－108 土師圷 12．5　4．3 ①中粒②不良③浅黄④3／4 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 55

161 H－108 土師圷 13．0　4．8 ①細粒②良好③榿④2／3 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 55

162 H－108 土師小甕 ［13．6］［10，0］ ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／3 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 口縁部に最大径。 55

163 H－110 土師圷 ［14．4］［4．0］ ①細粒②良好③榿④1μ 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 55

164 H－111 須恵大甕 23，4　44，2 ①細粒②極良③明オリーブ灰④2／3 外反。囎。口縁端部に沈線及び灘文。頚部に波状文。胴部外面に平行なたたき痕。内面晴海灘文。 55

165 H－111 土師高圷 ［13．0］　7．3 ①細粒②極良③にぶい榿④1／3 端部外反、横撫で。箆削り。 箆削り。（脚部）横撫で。 56

166 H－111 土師圷 11．8　4，1 ①細粒②良好③榿④完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 56

167 H－111 土師圷 11，8　4，5 ①細粒②良好③黄榿④ほぼ完形 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 56

168 H－111 須恵小壷 7，4　7，9 ①細粒②極良③暗赤褐④完形 湾曲。輪。 回転糸切り後撫で調整。 胴部に『井』状の線刻。二次焼成を受ける。 56

169 H－111 土師大型圷 18，0　8．5 ①細粒②極良③黄榿④ほぼ完形 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 56

170 H－111 土師甕 23．2［17．9］ ①中粒②良好③にぶい榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 胴部に最大径。 56

171 H－112 土師圷 ［12．0］　3，7 ①細粒②良好③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 56

172 H－112 土師小甕 13，6　15，1 ①中粒②良好③明黄褐④完形． 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 56

173 H－112 土師甑 ［24，0］25，8 ①中粒②良好③明黄褐④4／5 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径。 56

174 H－114 台付長頸壷 8．0　［9．8］ ①細粒②極良③緑灰④1／10 外反。欠損。 欠損。 頸部のみ残存。 56

175 H－114 土師圷 ［11，4］　4，4 ①細粒②良好③榿④1／3 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面にまばらな暗紋。 56

176 H－114 須恵圷 12，8　3，8 ①細粒②良好③明緑灰④1／2 端部外反。輔。 回転糸切り未調整。 56

177 H－114 須恵圷 11，8　3．7 ①細粒②良好③緑灰④4／5 外傾。輔。 回転糸切り未調整。 内外面自然粕付着。 56

178 H－115 土師圷 13，0　4，2 ①細粒②良好③黄榿④2／3 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 56

179 H－115 須恵圷 10，3　3，0 ①中粒②不良③淡赤榿④3／4 端部外反。輔。 回転糸切り未調整。 56

180 H－115 須恵圷蓋 ［10．6］　3．5 ①細粒②極良③灰白④1／2 鞭輔。回転箆削り。天井部に1条の沈線。 57
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番 出土

器形
大き　さ

①胎土②焼成③色調④残存 　　　成　・整形方法 備　　　　考 Fig

号 位置 口径　器高 口縁・胴部 底　　　部

181 H－115 土師圷 ［17，4］　6．3 ①細粒②極良③榿④1／3 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 57

182 H－116 土師圷 12，0　5，6 ①中粒②良好③明赤褐④完形 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面にまばらな暗紋。 57

183 H－116 土師甕 15，4　18，5 ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 胴部に最大径。 57

184 H－117 土師圷 14，4　5，2 ①細粒②良好③榿④2／3 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 57

185 H－118 土師圷 ［13，21［4，8］ ①細粒②良好③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 57

186 H－118 土師高圷 15，0　［5，9］ ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 杯部に外稜。 57

187 H－118 土師皿 一　　3，6 ①細粒②極良③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁が楕円形を成す。 57

188 H－118 土師圷 ［14，4］　5，2 ①細粒②極良③にぶい榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。内面黒色処理。 57

189 H－118 土師圷 ［12，0］　4，9 ①細粒②極良③黄榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。

皐

不明瞭な幅広の外稜。 57

190 H－119 土師圷 10．6　3，2 ①細粒②良好③榿④ほぼ完形 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 57

191 H－119 土師甕 ［22，0143，0 ①中粒②不良③にぶい榿④2／3 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径。 57

192 H－121 須恵高台椀 ［17．6］　5，4 ①細粒②極良③灰④1μ 外傾。輔。 回転箆削り。 57

193 H－121 須恵圷 ［12，0］　3，4 ①細粒②良好③灰白④1／2弱 外傾。輪。 回転箆削り。 57

194 H－126 土師圷 ［14，4］　3，6 ①細粒②良好③灰黄④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。底部に2本の線刻。 57

195 H－127 土師圷 11，0　3，4 ①細粒②良好③にぶい榿④ほぼ完形 端部外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 小型品。 57

196 H－128 土師圷 12，8　4，3 ①細粒②良好③赤褐③完形 内傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 57

197 H－128 土師圷 12，8　4，2 ①細粒②良好③黄榿④完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 57

198 H－129 土師圷 12，8　5，4 ①細粒②極良③榿④完形 直立ぎみ外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 鋭い外稜。口唇部角頭状。 57

199 H－129 土師高圷 17，4　［8，5］ ①細粒②極良③榿④1／2 外傾、横撫で。箆調整。 脚部欠損。 圷部に外稜。口唇部角頭状。 58

200 H－129 土師圷 12，4　5。5 ①中粒②良好③榿④完形 端部外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。口唇部角頭状。 58

201 H－129 土師甕 19，0　33，4 ①中粒②良好③にぶい黄榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 58

202 H－129 土師甕 19，0　35，8 ①中粒②良好③にぶい榿④ほぼ完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 58

203 H－129 土師甑 27，5　31，5 ①中粒②良好③浅黄④5／6 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径。 58

204 H－129 土師甑 26，8　34，5 ①中粒②良好③浅黄④ほぼ完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径。 58

205 H－129 土師甕 16，8　24，4 ①中粒②良好③にぶい黄榿④ほぼ完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 59

206 H－130 須恵圷 10，5　3，6 ①細粒②良好③灰白④完形 外傾。嚇。 回転糸切り後箆調整。 59

207 H－131 須恵蓋 19，6　3，2 ①細粒②極良③オリーブ灰④1／2 外面回転撫で調整。天井部箆削り。内面ほぼ中央に特殊な返し。承皿か？ 59

208 W－4 土師圷 12，0　3，8 ①細粒②良好③榿④3／4 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 59

209 W－7 カワラケ 12，6　2，6 ①細粒②良好③榿④2／3 外傾。輔。 回転糸切り後箆調整。 59

210 W－7 須恵高台椀 ［14，0］　5，6 ①細粒②不良③にぶい榿④1／2 外傾。輪。 回転糸切り未調整。 高台後付け。 59

211 W－7 カワラケ 7，6　2，1 ①細粒②良好③にぶい黄榿④ほぼ完形 外傾。輪。 回転糸切り後箆調整。 内面にすす付着。 59

212 W－7 内耳鍋 29，2　14，8 ①細粒②良好③灰④2／3 外傾。輔。 撫で調整 口縁部内側に二っの内耳。 59

213 1－2 須恵高台椀 11，8　［3，8］ ①細粒②極良③灰④1／2 外傾。輔。 回転箆削り。 高台部欠損。 59

214 卜2 須恵圷 ［12，0］　3．8 ①細粒②良好③明青灰④1／3 外傾。輔。 回転糸切り未調整。 59

215 X32Y81 土師高圷 一　［5，71 ①細粒②良好③榿④1／4 欠損。 （脚部）箆削り。 脚部のみ残存。 59

216 X38Y66 土師圷 ［16，01　6，1 ①細粒②良好③明赤褐④1／3 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 59

217 X59Y86 土師圷 13，0　6，1 ①細粒②良好③榿④完形 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。口唇部角頭状。 59

218 X59Y86 土師小甕 13，6　12．6 ①細粒②良好③明黄褐④4／5 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り、撫で調整。 60

219 X59Y86 土師台付甕 ［10，4］［12，9］ ①細粒②良好③明赤褐④2／3 外反、横撫で。箆削り6 箆削り。 台部欠損。 60

220 X59Y86 土師甑 ［26，0］27，9 ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 口縁部に最大径。 60

221 X59Y86 土師甕 19，4　38，5 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径。 60

222 X59Y86 須恵大甕 20，2［25，5］ ①細粒②極良③緑灰④1／4 外反。輪。 底部欠損。口唇部に1条の沈線。胴部外面に格子状のたたき痕。内面に刷り消し調整。 60

223 A区表採 灰粕高台皿 16，2　2，8 ①細粒②極良③明緑灰④1／2 外傾。輔。 回転糸切り後箆調整。 口縁部外側に段：。内面に粕薬刷毛塗り。 60

注）表の記載は以下の基準で行った。

①胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とした。

②焼成は、極良・良好・不良の三段階。

③色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帖（小山・竹原　1976）によった。

④大きさの単位はcmであり、現存値を［］、復元値を（）で示した。
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Tab．4臼玉観察表
番号 出土位置 幅i厚さi重さ 石材 番号 出土位置 幅i厚さi重さ 石材 番号 出土位置 幅i厚さi重さ 石材 番号 出土位置 幅i厚さi重さ 石材

」
1
⊥
　
　
　
∩
4
　
　
　
Q
U

H－32
H－38
H－38

7：5iO，2　i　：
［8］i［10］i［0．71

　：　i
8i6iO．4

滑蛇紋

土玉

滑石

51

52

53

H－97
H－97
H－97

I　　　　　　　　　　　I

8i4iO・2
　　：7i5iO，2
i　i

7i2iO，04

滑石

滑岩

滑石

101

！02

103

H－97
H－97
H－97

7i5iα1
8i3iO，1

i　i
7i6iO・2

頁岩

頁岩

頁岩

151

152

153

H－97
H－97
H－97

　1　　　　　　　　　　　1

［9］i［4］…［0、2］

　　：［7］i［2］i［0，1］

7i4i③3
　：　i

滑石

頁岩

滑石

H－88
H－91
H－54
H－54

　i　i6：4　0，05り一一一噌甲↓＿一『t＿一．．．．

管玉（石製模造品として分類）

’”「”””「””一”　’”

gi6iO，4
7…3…0，05

　　i

蛇紋岩

滑石

滑石

54

55

56

57

H－97
H－97
H－97
H－97

：　　　：

8i5iO，2
i　i

8i4iO，06
i　i

8：2：0．05
i　l

8i4iO．2

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

104

105

106

107

H－97
H－97
H－97
H－97

　『
614iO．05
　：［6］i［2］i［α02］

8i7i住4
8i4…α2

滑石

頁岩

頁岩

頁岩

154

155

156

157

H－97
H－97
H－97
H－97

8i3i軌3
：　　　1

8i2iO．1
i　i

7：1：0．05
i　i

7i5iO．3

頁岩

頁岩

頁岩

滑石

8 H－55
i
8
i

4iO．2 頁岩 58 H－97
1　　　：

8i3iO，05頁岩 108 H－97
　　i7i4iO，1 頁岩 158 H－97

i　i
7：5：0．2 滑石

9 H－55
i　i

5：2iO．01 滑蛇紋 59 H－97
i　i

8i2iO，04頁岩 109 H－97
　　き8i3iO，1 頁岩 159 H－97

i　i
8i5iO，3 滑石

0
　
　
　
1
1
占

1
　
　
　
　
1

H－55
H－55

i　：
7i5iO．2
gi410，3
：　i

滑石

頁岩

60

61

H－97
H－97

i　：
7…2iO・06

7i4iO，1
i　：

滑石

滑石

110

111

H－97
H－97

i　i
714：0．05
i　i

8i3iO、06

頁岩

頁岩

160

161

H－97
H－97

i　i
7：5：0．2
：　i

7i2iO，1
i　：

滑石

滑石
2
　
　
　
3

1
　
　
　
1

H－55
H－55

14i6i2，1
i　i

7：3：0．05

滑石

滑石

62

63

H－97
H－97

8i510．3
i　i

7i3iO．1

滑石

滑石

112

113

H－97
H－97

7i4iα2
i　i

8i2iO，05

蛇紋岩

頁岩

162

163

H－97
H－97

7i2iO．1
　：　　　1
［8］i［2］i［0．05］

滑石

頁岩
4
　
　
　
【
U

1
　
　
　
1

H－55
H－55

：　　　：

8i4iO．2
：　i

7i3iO．1

滑石

滑石

64

65

H－97
H－97

1　　　：

7i5iO，2
i　i

8i5：0，3

滑石
蛇紋岩

114

115

H－97
H－97

：　i
8i2：0，05
：　i

7i3iO，05
頁岩

頁岩

164

165

H－97
H－97

i　i
9i3：0．3
7…3iα05

頁岩

頁岩

6
7
8
9
0
1
2
3

1
1
1
1
2
2
2
2

H－55
H－55
H－55
H－56
H－56
H－56
H－56
H－56

7i3iO，1
　i　i
7i3iα1
［15］i［5］i［0．7］

8i2iα05
　i　i
8…1iO，04
　：
18i4io．1
　i　i
7i4iO．1
　：　　　：

8i2iO．06
　…

頁岩

滑石

滑石

頁岩

頁岩

滑石

滑石

頁岩

66

67

68

69

70

71

72

73

H－97
H－97
H－97
H－97
H－97
H－97
H－97
H－97

i
7i5iO，3

i　i
6：5iO．2
：
7
i 4iO，2
：　i

8i4iO，2
：　i

8i3iO，2：
8
i 6iO，4
：　i

7i6iO，3
：　　　：

8i5iO。3
：

滑石

滑石

滑石
蛇紋岩

頁岩

滑石

滑石

頁岩

116

117

118

119

120

121

122

123

H－97
H－97
H－97
H－97
H－97
H－97
H－97
H－97

8i2…α04
：　1

8ilio，05
5…3iO，02
i　i

9i6iO．6
6i5iO，1
i　i

6i4iO．1
：　i

6i5iO・2
6i4iO，2

：　i

頁岩

頁岩

頁岩

滑石

滑石

滑石

滑石

滑石

166

167

168

169

170

171

172

173

H－97
H－98
H－98
H－98
H－118

X－48Y55

X．49Y66

C区表採

i　：
7i3iO．05
i　i

8i4iO，2
1　　　：

6i4iO．05
i　i

7i4iO，1
：　　　：

10i4iO．3
i　i

8i2iO．1
：　　　：

8i3iO．1
i　i

8i4iα3

頁岩

滑石

滑石

頁岩

頁岩

頁岩

滑石

滑石
4
　
　
　
「
へ
U
　
　
ρ
U

n
ノ
自
　
　
　
n
ノ
自
　
　
　
2

H－56
H－56
H－56

　　：
7…3iO．05
i　：

8　2：0．05
i　i

8i3iO．2

滑石

頁岩

頁岩

74

75

76

H－97
H－97
H－97

8i4iO，3
：　i

8i5：0，2
i　i

7i5iO，2

滑石

頁岩

頁岩

124

125

126

H－97
H－97
H－97

6i5iO，2
：　i

6i4iO．1
6i5iO，1
i　i

滑石

滑石

滑石

174

175

176

C区表採

C区表採

C区表採

i　i
9　7：0．6
i　i

8i4iO，3
i　i

7i510，2
　　i

滑石

頁岩

滑石
ワ
‘
　
　
　
8

2
　
　
　
2

H－56
H－56

8i4i軌2
i　i

8i2iO．05
：　　　：

頁岩

頁岩

77

78

H－97
H－97

7i2iO，3
：　i

8i3iO，05i

滑石

頁岩

127

128

H－97
H－97

［7］i［2］i［0，06］

［7］i［5］i［0，1］

　i　i

滑石

滑石

177

178

C区表採

C区表採

：
8
i 4iO．4
i　i

6i410．1
：　i

滑石

滑石
29

H－56 8i3iO．1i
頁岩 79 H－97 7i5iO，2 滑石 129

H－97 6i6iO，05 滑石 179 C区表採 ［7］i［4］1［③05］ 滑石
30

H－56 　　i7i5iα2 滑石 80
H－97

i　i
7：3iO・05 頁岩 130

H－97 8i3iO，2
：　i

頁岩 180 C区表採 ［8］i［4］i［③05］

・i　i
滑石

31
H－56［4］i［5］i［0．1］

　i　i
頁岩 81

H－97 8i5iO，1
：　i

滑石 131
H－97 7i5iO，3

i　i
蛇紋岩 181 H－97［8］i［4］1［0，1］

　：　　　1
滑石

∩
乙
　
　
　
3
　
　
　
』
4

∩
㌦
》
　
　
q
U
　
　
3

H－62
H－63
H－64

6i3iO，05
7i3i位04

i　i
8i3iO，1
　　i

滑蛇紋

滑石

滑石

82

83

84

H－97
H－97
H－97

8i5iO，3
7…4iO，05
　i　i

［8］i［5］i［0．1］

滑石

滑石

滑石

132

133

134

H－97
H－97
H－97

6i4iα05
6：5iO，04
i　i

gi2iO，05

頁岩

頁岩

頁岩

182

183

184

H－108

H－109

W－5

［10］1［10］i［0．8］

　1　　　：
［8］i［7］i［0．3］

　1　　　：

1216iO，7　1　　　　　　　　　　　1

土玉

土玉

滑石
35

H－66
：
g
i 5iO，4 滑石 85

H－97
：　　　1

6i6iO，2 滑石 135 H－97 7i3iO，06 頁岩
6
　
　
　
7
　
　
　
Ω
U

∩
」
　
　
　
3
　
　
　
3

H－81
H－97
H－97

：　i
13i6…1、8
　　：8i3i位05
i　i

7i4i軌1

滑石

頁岩

滑石

86

87

88

H－97
H－97
H－97

i　i
714：0．2
i　：

8i2iO，5
i　i

7：5iO，2i

滑石

頁岩

頁岩

136

137

138

H－97
H－97
H－97

i　：
7i4iO，2
i　i

6i4i③2
8i3i色1

：　　　一

滑石

滑石

滑石
39

H－97 gi8i1，0
i　i

滑石 89 H－97 8…5iO，4
：

頁岩 139 H－97 7i4iO，1
　　2

滑石
40 H－97 717iO，4 滑石 90

H－97 　　：8i4：0，2 頁岩 140 H－97
：

7i3iO・1 滑石
1
　
　
　
2
　
　
　
Q
U

4
　
　
　
4
　
　
　
4

H－97
H－97
H－97

i　l
7i3iO，1
i　i

8i2iO，05
’　i

6i3：0．06
：

滑石

頁岩

滑石

91

92

93

H－97
H－97
H－97

8i5…α3
i　l

7：410．1
i　：

8i2i位05

頁岩

頁岩

頁岩

141

142

143

H－97
H－97
H－97

　　…7：2iO，05　i　：
［7］i［2］i［0．02］

　l　i
8i5iO．3

滑石

滑石
蛇紋岩

4
　
　
　
「
へ
∪

4
　
　
　
4

H－97
H－97

　　i6i4iO．05
i　i

915　0，6

滑石

滑石

94

95

H－97
H－97

：　i
7：4iO，05
i
7
… 4iO，1

滑石

滑石

144

145

H－97
H－97

i　i
7i2iO．04

：　　　：

8i4iO，2

滑石

滑石
ρ
∪
　
　
　
ワ
‘

4
　
　
　
4

H－97
H－97

ii
7i4iα1
8i3，5iO，2

滑石

頁岩

96

97

H－97
H－97

i　：
6i2i住03
8i410，2

頁岩

頁岩

146

147

H－97
H－97

i　i
6i3：0，5
：　1

7i4iO，1

滑石

滑石
8
　
　
　
9

4
　
　
　
4

H－97
H－97

　　i7i3：0，1：

　　：8i3i位06
　　：

滑石

滑石

98

99

H－97
H－97

：　　　1

10i6iO，5
i　i

615i位1

滑石

滑石

148

149

H－97
H－97

i　i
7：310．05

i　i
8i4iO。1

滑石

滑石
50

H－97
i
7
i

3iO．2 滑石 100 H－97
：　　　：

8：2：0．05
1　　　　　　　　　　　1

頁岩 150 H－97
8i2iα1 頁岩

注）表の記載で、幅と厚さの単位はmm、重さはgであり、現存値は［］で示した。

　※滑蛇紋は滑石質蛇紋岩を示している。
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Tab．5　石製模造品観察表

番号 出土位置 器　種 長さi幅惇さi重さ 石　材

1 H－54カ　　　　マ 3．5i2．8iO．4i3．9 頁　　岩

2 H－54刀　　　子 　　：3．1i2．7iO．6i4．O

　　I
頁　　岩

3 H－54
線刻の有る板状品 2．6i2．7iO．4i2．1 頁　　岩

4 H－54有孔円板
　：　　　：　　　：
2．4i1．9iO．4i1，8

　　　1
頁　　岩

【
U
　
6

H－55
H－55

勾　　　玉

有孔円板

　匹　　　：
5．8i3．4iO．7i15．0
　：　　　：　　　’
2．3i1．8iO．4i1．3

頁　　岩

頁　　岩

7 H－55板　状　品
　：　　　1　　　：
4．2i3．5iO．6i8．0 頁　　岩

　　亀1

8 H－55剣　形　品 3．1i2．oiO．3i1．2 頁　　岩
1

9 H－56矢　じ　り 4．oi3．2i4．oi5．4 頁　　岩
1　　　　　　　　　　　　一

’10

H－56有　孔　板 3．6i3．8iO．5i6．5 頁　　岩

11
H－56刀　　　子

　l　　　l　　　l
3．5i1．4iO．5i2，5 頁　　岩

1

12
H－56刀　　　子 5．7i2．oiO．8i15．0 頁　　岩

13
H－56 斧　，

　：　　　：　　　：
8．3i6．1iO．8i64．0 頁　　岩

：　　　’　　　一
14 H－56・57線刻の有る板状品 8．7i7．8i1．2i21．6 頁　　岩

15
H－57勾　　　玉

　：　　　：　　　：
4．Oi2．4iO．616。0 頁　　岩

：　　　1　　　’
16
H－57紡錘車 2．9i1．7io．6i2．9 滑石質蛇紋岩

17
H－57有　孔　板

　：　　　：　　　：
3．5i3．8iO．5i5．0 頁　　岩

：　　　’

18
H－57有　孔　板 3．6i2．4iO．6i7．6 頁　　岩

19
H－83勾　　　玉

　：　　　：　　　1
5．2i3．9iO．8i14，3 頁　　岩

20
H－91管　　　玉

　：　　　1　　　：
2．5iO．6i－i1．8 蛇紋岩

番号 出土位置 器　種 長さi幅i厚さi重さ 石　材

「
⊥
　
　
0
乙

0
乙
　
　
2

H－97
H－97

剣　形　品

剣　形　品

5．1i2．giO．7i12．4
　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

4．2i3．1iO．6i11．2

滑　　石

頁　　岩

23
H－97剣　形　品

　：　　　：　　　：
4．Oi1．9iO．4i4．0 滑　　石

24
H－97剣　形　品

　1　　　：　　　：
4．8i2．9iO．6i6．9 頁　　岩

25
H－97矢　じ　り

　：　　　1　　　：
4．1i2．9iO．6i6．0 頁　　岩

26
H－97刀　　　，子

　：　　　：　　　：
3．9i1．7i5．Oi3．8 頁　　岩

27
H－97勾　　　玉

　：　　　：　　　：
2．2i2．6iO．5i3．0 頁　　岩

28
H－97勾　　　玉

　：　　　：　　　：
2．6i2．4iO．5i3．5 頁　　岩

29
H－97勾　　　玉

　：　　　：　　　：
3．3i3．8iO．5i6．2 頁　　岩

0
　
　
1

Q
り
　
Q
り

H－97
H－97

線刻の有る板状品

有　孔　板

　：　　　：　　　：
2．2i2．3iO．5i3．0
　：　　　1　　　13．1i3．4iO．6i8．4

頁　　岩

頁　　岩

32
H－97有孔板

　：　　　：　　　：
3．4i1．9iO．6i5．5

　1
頁　　岩

33
H－98

線刻の有る板状品 5．7i4．7iO．gi17．2 頁　　岩

34 H－108 有孔板
　1　　　：　　　：
3．712．1iO．716．0 頁　　岩

35 H－117 有孔板
　：　　　：　　　1
2．3i2．7iO．6i4．0 頁　　岩

36 H－130 紡　錘　車 　　：　　　：一i1．9i1．5i15．0 滑　　石

37 A区表採 有孔円板
　：　　　：　　　：
2．1i2．OiO．5i2．2

　　　1
頁　　岩

38 C区表採 剣　形　品
　1　　　13，7i1．8iO．7i7．6 滑　　石

39 C区表採 盾 　　：　　　：3．7i2．7il．6i16．9 滑　　石

40 D区表採 勾　　　玉
　：　　　：　　　：
5．9i3．5iO．7i15．6 頁　　岩

注）表の記載で、大きさと重さにっいての単位はcmとgである。

　大屋敷遺跡出土の頁岩の産地にっいて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯島静男
産地＝足尾山地または多野山地か？

資料OY9401は大屋敷遺跡より出土した石製模造品の破片または剥離片である。肉眼的には頁岩と同定さ

れた。灰色極細粒で、剥理が一方向（堆積面？）に認められる。風化部分において淡褐白色を呈す。硬度に異

方性があり、剥理面では研削されやすく、その直交方向にてはやや硬い。

鏡下では極微細なモザイク状石英と粘土鉱物および少量の炭質物様粒子等よりなる。石英は明らかに再結

晶性のものであり、砕屑粒としての粒径ならびに外形のものは含まれない。消光角が比較的揃っている。

粉末X線回折では石英＞雲母類＞緑泥石などが認められた。

以上から、該資料は、やや珪質の頁岩、ないし珪質頁岩である。この場合の「珪質頁岩」は、初成的に珪

質の頁岩であって、新第三紀層中によくみられる二次的に珪化し、硬質化した頁岩とは異なる。このような

頁岩は半遠洋性～遠洋性の堆積環境を示し、陸棚層（県内では奥利根，戸倉，岩室中生層など）の地層中には

産しない。該資料の産地が県内にあるとすれば、いわゆる秩父中・古生層の分布する、足尾山地または多野

山地方面に、それをもとめることが可能であろう。

なおS　EM（走査型電子顕微鏡）による観察では、多角形～不定形の結晶が雑然と集合しており、放散虫

等の微生物遺骸は認められない。

Tab．6鉄　器　観　察　表

番号 出土位置 器　形 長さ　1幅　i　厚さ 残存 備　　　　　　考

1 H－28 斧 　i　　　I
4．5　i2．8　i　O，3 完　　形 柄の装着部を袋状にした鉄斧の模造品。

2 H－32 鳶　口　？ ［20．5］i1．o　i　O．8 2／3 柄の装着部に木質が残る。先端部を欠く。

3 H－48 鎌 ［10．0］i3．2i　O．4 1／2 先端部及び柄の装着部を欠く。

4 H－67 釘 ［10．3］i1．o　i　O．8 ほぼ完形

5 H－69 紡　錘　車 ［5．4］i6．5i　O．2 2／3 軸両端を欠く。

6 H－97 釘 8．g　i1．8i　O．5 完　　形 偏平化。

7 H－98 鎌
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹

13．5　i2．3　i　O．3 ほぼ完形 先端部を欠く。柄の装着部に折り返しを有する。

8 H－104 釘 9．3iO．6i　o．6 完　　形

9 H－116 鎌 ［5．9］i3．3i　O．35 1／3 先端部および柄の装着部を欠く。

注）表の記載で、大きさにっいての単位はcmであり、現存値は［］で示した。
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Tab．7瓦観察表
Nα 出土地

瓦の

種別

厚さ

（cm）

胎　土 焼成 成　　　形　　　技　　　法 整　形　技　法

摘　要
素地 爽雑物

焼き

上り
色調

粘土版剥取
作り

桶寄

木痕

粘土版

合せ目

布の

合せ目
叩目

輔輔

痕
箪削

布の擦消 側部

面取凹面 凸面 凹面 凸面

1 H－42 桟瓦 1．5 桟瓦藤岡

2 H－46 男瓦 2．2 並 少 硬 灰 ○ 一 半裁 一 一 一 一 ○ 一 一 一 2 秋間

3 H－46 男瓦 2．0 粗 並 並 灰 一 一 半戴 一 S ｝ 一 ○ 一 一 一 一 秋間

4 H－46 男瓦 1．7 ．粗 並 軟 灰褐 一 一 半裁 一 一 一 縄多 ○ 一 一 一 2 秋間

5 H－46 男瓦 1．9 並 少 硬 灰 一 一 半裁 一 一 一 一 ○ 一 一 一 一 秋問

6 H－53 女瓦 1．4 密 微 締 暗灰 ○ 『
桶？

一 一 一
正格子 ？ 一 一 一 2 秋間

7 H－61 女瓦 2．0 密 微 締 暗灰 一 一
桶？

一 一 一 一 ○ 凹 一 一 2 秋間

8 H－63 女瓦 2．1 並 少 硬 灰 ○ 一 桶巻 一 一 一 一 ○ 一 一 一 2 秋間

9 H－63 女瓦 2．1 並 並 硬 暗灰 ○ 一 桶巻 一 一 一 一 ○ 一 ｝ 一 2 秋間
10 H－63 女瓦 1．9 密 微 締 灰 一 一 桶巻 一　　1 ｝ 一 一

？
一 一 一 一 秋間

11 H－67 女瓦 1．6 密 微 締 灰 一 一
桶？

一 一 一 一 ○ 一 一 一 2 秋間
12 H－74 女瓦 1．7 密 微 締 灰 一 桶巻 ○ 一 一 一 ○ 一 『 一 一 秋間
13 H－74 男瓦 1．5 密 微 締 灰 ｝ 一 半裁 一 一 一 『 ○ 一 一 一 一 秋問
14 H－75 女瓦 1．6 密 微 締 灰 一 一 桶巻 一 一 一 一 O 一 一 一 2 秋間
15 H－77 女瓦 1．7 並 並 並 灰 ○ 一 桶巻 一 一 一 一 ○ 一 一 一 一 秋間
16 H－77 女瓦 1．5 密 少 締 灰 一 ｝ 桶か ○ 『 一 縄単 一 一 一 一 一 秋間
17 H－104 女瓦 1．9 密 少 硬 灰褐 ○ 一 桶巻 ○ 一 一 一 ○ 一 ｝ 一 1 秋間
18 H－104 男瓦 1．1 密 少 締 暗灰 一 ｝ 半戴 一 一 一 一 ○ 一 一 一 一 秋間
19 H－105 男瓦 1．3 密 少 締 暗灰 ○ ＝ 半裁 一 一 一 一 ○ 一 ｝ 一 1 秋間
20 H－105 女瓦 1．5 並 少 硬 灰白 ○ 一 桶か 細 一 一 一

輔？
一 一 一 2 秋　問

21 H－111’ 女瓦 1．1 密 微 締 灰 一 一 桶か 細 一 一 縄単 一 一 一 一 2 秋問
22 H－114 男瓦 1．0 密 微 締 灰 一 ｝ 半戴 一 一 一 一 O 一 一 一 2 秋間
23 W－7 女瓦 2．0 密 少 硬 灰 一 一 桶巻 ？ 一 一 一 ○ 一 一 一 一 秋間
24 W－7 男瓦 1．0 粗 少 硬 灰 一 一 半裁 一 一 一 一 ○ 一 一 一 一 秋間
25 W－7 女瓦 1．7 粗 少 軟 灰白 一 一 一枚 ○ 一 一 縄多 一 一 一 一 一 秋間
26 W－7 女瓦 1．7 密 微 締 灰 一 一 桶巻 ○ ？ 一 一 ○ 一 一 一 2 秋間
27 B区表採 鐙瓦 1．1 密 少 締 暗灰 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 秋間
28 B区表採 女瓦 1．8 並 並 並 榿灰 一 一

一枚か
一 一 『 一 一 一 一 一 3 吉井

29 D区表採 女瓦 2．1 粗 多 硬 灰 一 一 桶巻 ○ 一 一 一 ○ 縦撫 一 ｝ 3 秋間
30 D区表採 女瓦 1．7 粗 多 並 暗灰 一 一

一枚か
一 一 一 一 一 縦撫 一 一 一 吉井

31 D区表採 男瓦 1．2 並 並 硬 灰 一 一 半裁 一 一 ｝ 一 ○ 一 一 一 一 秋問
32 D区表採 女瓦 2．0 密 少 締 灰 一 一 桶巻 ○ ○ 一 一 ○ 一 一 一 一 秋間

※秋間の古手が多い。その中で、9C後半の吉井系が2点入っている。

　　　　　　　　Tab．8　石器・石製品観察表．
番号 出土位置 器種 長 幅 厚 重さ 石材 備　　　　考

1 X33Y79 石　　鎌 ［2，0］ 2．2 0．4 2．0 黒色安山岩 凹器無茎鎌。先端部欠損。

2 X47Y41 石　　鎌 ［1，51 2．4 0．8 0．8 黒色頁岩 平基無茎鎌。先端部欠損。

3 X49Y60 石　　鎌 2．6 1．7 3．0 1．0 黒色安山岩 凹器無茎鑑右側基部欠損

4 X窪8Y57 石　　鎌 ［2．0］ 1．3 0．4 1．0 黒色頁岩 有舌尖頭器。先端部（茎部）欠損。

5 C区表採 石　　鎌 3．5 1．7 0．5 2．3 黒色頁岩 凸器有平茎鎌。

6 X47Y86 打製石斧 7．5 4．6 1．3 40 黒色頁岩 両側縁から刃部にかけて調整。

7 X48Y51 打製石斧 ［4，6］ 3．8 1．2 20 細粒安山岩 表裏面に自然面を残す。刃部欠損。両側縁に細かい調整。

8 X49Y63 打製石斧 ［4，91 6．6 1．2 25 黒色頁岩 両側縁から刃部にかけて細かい調整。

9 X62Y86 打製石斧 ［7，0］ 5．1 1．5 55 黒色頁岩 両側縁から刃部にかけて細かい調整。

10 X64Y86 打製石斧 ［6，0］ 3．3 2．1 50 黒色頁岩 表裏面に自然面を残す。刃部欠損。片側縁に細かい調整。

11 X61Y85 凹石・磨石 56．5 42．8 23．2 26000 角閃石安山岩 中央部に広範囲な凹。表面に摩耗痕。

12
H－92 砥　　石 9．6 2．6 3．0 100 砥　沢　石 小型で上部に円孔を有する。携帯用として使用か？表面に著しい使用痕が認められる。

13 H－101 砥　　石 16．1 6．2 5．9 600 砥　沢　石 全ての側面に使用痕が認められる。

14 D区表採 砥　　石 ［10．7］ 4．0 2．8 90 砥　沢　石 下部欠損。全ての側面に使用痕が認められる。

15 W－7 凹　　石 ［14，7］ 10．3 6．3 1500 粗粒安山岩 表裏面中央部に凹。

16 W－7 石　　臼 ［9，4］ ［10，1］ 6．6 520 粗粒安山岩 上臼。縁部欠損。表裏面に摩耗痕。

注）表の記載で、，大きさと重さにっいての単位はcm、gであり、現存値は［］で示した。
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Tab．9　縄文式土器観察表

番号 出土位置 ①胎土②焼成　③色調　④残存 文　様　要　素・文　様　構　成・器形の特徴 備　　考

1 X48Y68 ①中粒（金雲母）②良好③榿④口縁 微隆起。半裁竹管による連続爪形文。 阿　玉　台

2 X51Y70 ①中粒（金雲母）②不良③榿④口縁 微隆起。半裁竹管による連続爪形文。 阿玉　台

3 X32Y80 ①細粒（金雲母）②極良③灰褐④胴部 沈線。縄文（R　L）。沈線区画。 阿　玉　台

4 B区表採 ①細粒②極良③榿④口縁 沈線。縄文（RL）。 加曽利E

5 X53Y86 ①中粒②良好③榿④胴部 沈線。縄文（R　L）。沈線区画。 加曽利E

6 X46Y86 ①細粒②極良③明赤褐④胴部 沈線。縄文（L　R）。沈線区画による磨消縄文帯。 加曽利E3

7 X47Y86 ①細粒②極良③明赤褐④胴部 沈線。縄文（L　R）。磨消縄文帯。 加曽利E3

8 X61Y86 ①中粒②良好③にぶい赤褐④胴部 沈線。縄文（R　L．L　R）。沈線区画による磨消縄文帯。 加曽利E

9 X61Y86 ①中粒②極良③にぶい榿④胴部 沈線。縄文（L）。沈線区画による磨消縄文帯。 加曽利E
10 X62Y86 ①細粒②良好③にぶい榿④口縁 沈線。縄文（L　R）。沈線区画による磨消縄文帯。 加曽利E
11 X47Y86 ①細粒②極良③にぶい榿④口縁 沈線。縄文（L　R）。沈線区画。 加曽利E
12 X47Y86 ①細粒②極良③禮④口縁 沈線。縄文（L）。細い沈線区画による磨消縄文帯。 加曽利E
13 X59Y86 ①細粒②極良③にぶい褐④胴部 沈線。縄文（R　L）。沈線区画。 加曽利E4
14 X47Y86 ①細粒②極良③橿④胴部 沈線。縄文（L　R）。沈線区画による磨消縄文帯。 加曽利E4
15 X34Y84 ①中粒②良好③にぶい榿④胴部 微隆起。縄文（LR）。微隆起線文。 加曽利E4
16 X34Y84 ①中粒②良好③榿④胴部 微隆起。0段多条縄文（RL）。微隆起線文。 加曽利E4’

17 X61Y86 ①細粒②極良③にぶい榿④胴部 微隆起。縄文（L）。曲線的な沈線区画。 加曽利E4
18 X57Y86 ①中粒②良好③榿④胴部 微隆起。沈線。縄文（L　R）。 加曽利E4
19 X57Y86 ①細粒②極良③榿④口縁 横位沈線。区画内を斜めの沈線で充填。 加曽利E
20 X58Y86 ①細粒②極良③にぶい赤褐④口縁 横位沈線。区画内を斜めの沈線で充填。 加曽利E
21 X44Y87 ①中粒②極良③にぶい榿④胴部 縦位・斜位沈線。 加曽利E
22 X59Y86 ・①細粒②極良③榿④胴部 微隆起。 加曽利E4
23 A区表採 ①中粒②不良③榿④口縁 微隆起。 加曽利E4
24 X61Y86 ①中粒②良好③にぶい赤褐④胴部 条線。櫛歯条工具による直線的な条線文。縦位沈線。 加曽利E4
25 X63Y86 ①中粒②良好③にぶい榿④胴部 条線。微隆起による区画中に櫛歯条工具による波状条線文。 加曽利E4
26 X61Y86 ①中粒②不良③にぶい榿④胴部 条線。櫛歯条工具による条線文。横位沈線。 加曽利E4
27 X43Y87 ①細粒②良好③榿④胴部 条線。櫛歯条工具による波状条線文。 加曽利E4
28 X50Y65 ①中粒②不良③榿④胴部 条線。櫛歯条工具による直線的な条線文。 加曽利E4
29 X49Y61 ①中粒②良好③榿④胴部 隆帯。横S字条隆帯区画中に縦位沈線を充填。 加曽利E2
30 X47Y86 ①中粒②極良③明赤褐④口縁 隆帯。口唇部に円形把手。隆帯による渦巻文。 加曽利E
31 X49Y68 ①中粒②良好③明赤褐④胴部 隆帯。斜位沈線。 加曽利E
32 X57Y86 ①中粒②極良③明赤褐④口縁 隆帯。地文に縄文（L　R）。 加曽利E
33 X49Y86 ①細粒②極良③榿④胴部 隆帯。，縄文（L　R）。隆帯区画中に縄文（L　R）を充填。縦位条線。 加曽利E
34 X58Y86 ①中粒②良好③にぶい赤褐④口縁 隆帯。縄文（L　R）。隆帯区画中に縄文（L　R）を充填。縦位条線。 加曽利E
35 B区表採 ①粗粒②良好③にぶい榿④口縁 隆帯。縄文（L　R）。地文に縄文（L　R）。隆帯による口縁部文様帯。 加曽利E
36 B区表採 ①中粒②良好③にぶい榿④胴部 隆帯。刺突。横位沈線中に刺突。 加曽利E
37 X61Y86 ①中粒②不良③明褐④胴部 刺突。横位沈線中に刺突。 加曽利E
38 X61Y86 ①中粒②不良③榿④胴部 刺突。 加曽利E
39 X58Y86 ①中粒②不良③にぶい榿④胴部 刺突。 加曽利E
40 X47Y86 ①中粒②不良③にぶい禮④胴部 円形刺突。横位沈線。 加曽利E
41 X64Y86 ①細粒②良好③にぶい赤褐④口縁 円形刺突。肥厚な口唇部に円形刺突。 加曽利E
42 A区表採 ①中粒②不良③榿④口縁 円形刺突。横位沈線。 加曽利E

注）表の記載は以下の基準で行った。

①胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒（2．O　mm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名を記載した。

②焼成は、極良・良好・不良の三段階。

③色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。

④残存は、ほとんどが小片のため、所属部位を記載した。
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　Hr－FP5％、As－C15％
2　層　暗褐色細砂層

　Hr－FP極少、As－C5％

H－120号住居趾竃

1　層　暗赤褐色微砂層

　As－C極少、焼土20％
2　層　暗褐色微砂層　焼土10％、粘土25％

3　層　極暗赤褐色微砂層

　焼土40％、灰25％

Fig．20　H－47・48・120，51号住居肚
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＼＼　H－48
ぺ　

　＼＼＿～＿＿＿＿
　、　　　　　　　　　　 一

　、＿＿一一 履

　　　　　　　④H＿住居玩

　　　　　　　　1　層　黒褐色粗砂層
　　　　　　　　　　1｛r－FP5％、As－C20％
　　　　　　　　2　層　暗褐色細砂層
　　　　　　　　　　Hr－FP極少、As－C10％
　　　　　　　　3　層　暗赤褐色細砂層
　　　　　　　　　　Hr－FP極少、As－C5・％、
　　　　　　　　　　焼土20％

　　　　　　　　H－50号住居趾竃
　　　　　　　　1　層　極暗赤褐色粗砂層
　　　　　　　　　　As－C10％、焼土20％
　　　　　　A’　　　　　　一　　　　2　層　暗赤褐色細砂層　　．

　　　　　　　　　　As－C5％、焼土40％
　　　　　　　　3　層　赤黒褐色細砂層
　　　　　　　　　　As－C極少、焼土10％、
　　　　　　b　　　灰混じり
　　　　　　　　旦　　　D艦　　　　！プ’
　　　一＼、．4・ク
　　　　　マ！一’
　　H－49　ヤ・IQ　豆L－1243m登
　　　　　ノ

　　　　D　L＝124．3m　　　　　　　　　　　　　　　D’

　　　　　　　　　　　1　　A1

愚

i田
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誌
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ヨ

1田

　　H－52ム

旦

・・彦磁諺…

　　　　H－52号住居趾
　　　　1　層　暗褐色粗砂層A7
－　　　　　　　　　　　　　　　　Hr－FP5％、As－C10％

　　　　H－52号住居趾竃
10　　　　　　　　　　1　層　暗褐色粗砂層

　　　　　Hr－FP5％、As－C10％、焼土5％
　　　　2　層　暗赤褐色細砂層
　　DF　　＿　　　　　　　　As－C5％、焼土15％

lQ

1四

　　　匝
A　L＝124．3m　　　　　　　　　　　ム’

　C　L＝124．2m　　　　　　」⊇’

D　L＝124．2m 旦

Fig．21　H－50，52号住居玩
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Fig．22　H－53・54・55・98号住居趾
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F　Lニ124．5m

％

H　Lニ124．6m 旦’

Ff　　　G　Lニ124．5m　　　G’

I　L＝124．6m　　　　I’

H－53号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP極少、As－C5％

2　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP極少、As－C5％

3　層　暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C極少

2

焼土ブロック

勿笏

H－53号住居肚竃

1　層　極暗褐色粗砂層　Hr－FP極少、As－C10％

2　層　赤褐色細砂層　焼土50％

3　層　暗赤褐色粗砂層　As－C5％、焼土10％

4　層　暗褐色粗砂層　焼土20％

5　層　黒褐色細砂層　焼土5％、灰中心

H－54号住居趾

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C5％

2　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％

3　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

J　L＝124．4m
」1 K　L＝124．4m Kf

1
2

3％

H－54号住居趾竃

1　層　褐色粗砂層　As－C5％、焼土5％、粘土20％

2　層　極暗赤褐色粗砂層　As－C極少、焼土10％

3　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

4　層　暗赤褐色粗砂層　焼土30％、粘土30％

5　層　にぶい黄褐色微砂層　焼土5％

6　層　暗赤褐色細砂層　焼土20％

H－55号住居趾
1　層　暗褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％
2　層　極暗褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％
3　層　黒褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％、
　　焼土5％、粘土15％
4　層　黒褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％

H－56号住居肚

1　層　暗褐色細砂層　As－C20％

2　層　黒褐色細砂層

　　As－C5％、焼土極少

H－107号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As－C15％
2　層　極暗褐色粗砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％

H－117号住居玩

1　層　極暗褐色粗砂層

　　Hr－FP10％、As－C15％
2　層　黒褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％

H－55号住居趾P1～P2

1　層　黒褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As一一C10％
2　層　暗褐色細砂層　｝Ir－FP極少、

　　As－C5％、粘土30％
3　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、

　　As－C極少、粘土15％

H－56号住居堤竃

1　層　暗赤褐色粗砂層　Hr－FP5％、

　　As－C10％、焼土20％
2　層　極暗赤褐色細砂層　Hr－FP極少、

　　As－C5％、焼土10％
3　層　赤褐色細砂層

　　焼土10％、灰混じり

H－107号住居趾竃

1　層　極黒赤色粗砂層　Hr－FP5％、

　　As－C10％、焼土10％
2　層　暗赤褐色細砂層

　　As－C極少、粘土40％
3　層　極暗赤褐色微砂層

　　焼土10％、灰混じり

H－117号住居趾竃

1　層　極暗赤褐色粗砂層　Hr－FP5％、

　　As－C10％、焼土10％
2　層　暗赤褐色粗砂層

　　As－C5％、焼土30％、灰混じり
3　層　極暗赤褐色粗砂層

　　焼土20％、灰混じり

H－98号住居趾
1　層　暗褐色細砂層　Hr－FP20％・

　　As－C20％、焼土混じり
2　層　暗褐色細砂層　Hr－FP極少、

　　As－C5％、砂層混じり

H－57号住居玩

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、

　　且r－FA20％、As－C10％
2　層　極暗褐色細砂層

　　Hr－FP5％、Hr－FA5％、
　　As－C5％

H－108号住居杜

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、

　　As－C20％
2　層　極暗褐色細砂層　As－C5％

Fig．24　H－56・57・107・108・117号住居祉
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H－58号住居玩

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP10％、As－C15％

2　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C極少

H－58号住居堆竃

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP10％、As－C15％、焼土極少

④
　　2　層　暗赤褐色細砂層　｝lr－FP極少、As－C10％、焼土30％

　　3　層　暗赤褐色微砂層
　　　　Hr－FP極少、As－C5％、焼土極少、粘土混じり

H－59

D9－

H－86号住居趾竃

1　層　褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C5％、焼土極少

2　層　暗赤褐色粗砂層　Hr－FP極少、As－C極少、焼土30％

　　　H：一59号住居趾
　　　1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP10％、As－C15％lO
　　　2　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％、砂層混じり

　　　D’
　　　ノ　　　H－59号住居趾竃
　　　1　層　褐色粗砂層　｝lr－FP5％、As－C15％、焼土5％

　　　2　層　にぶい赤褐色細砂層
、QA’　HP臥細一C眺焼土1・％

　一　　　3　層　赤褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％、焼土15％

　　　　　C　L＝124．5m　　　　　　C’

1甲

A　L＝124．5m

i田

微勿 ％勿形

A’

旦L＝124．5m

糊）

彪勿
i……

D’

Fig㌔25　H－58・86，59号住居堆
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H－60号住居趾
1　層　極暗褐色粗砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％
2　層　黒褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C極少
3　層　暗褐色粗砂層

　　As－C極少、凝灰岩中心

1切

A　L＝124．6m

匝

2 1　　〃

　H－61号住居境

　1　層　暗褐色粗砂層
　　　Hr－FP3％、As－C10％A’

一　　2　層　極暗褐色粗砂層

　　　Hr－FP極少、As－C極少

％笏 徽％％勿
砂層ブロック

臨

1田

い
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冨
ト
ゆ

…ii

ム

1の

H－62

勿％

Oc

④

　　1田

A　L＝124．6m

1の

1、

1、

影
　回A

A’

H－118号住居趾

1　層褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C10％
2　層　．暗褐色微砂砂層

　　As－C5％、細層混じり

H－62号住居趾、

1　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C10％

2　層　黒褐色微砂層　As－C極少

H－62号住居堆竃

1　層　極暗赤褐色細砂層　As－C極少、焼土10％

2　層　暗赤褐色細砂層　焼土30％

3　層　黒褐色微砂層　焼土10％、灰混じり

C　L＝124．6血　　「C’

1

　　　　　2
　　　懸3
D　L＝124．6m

懸
羅夕

懸

D’

Fig．26　H－60・61・118，62号住居堆
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S 2

勿

C　Lニ124．6m C’

％
2

3

％
D　L＝124．6m

4

5

％

　　　　D〆
砂層ブロッタS　一

1

2

％
E　L＝124．6m

3

S

S

……

E’

H－63号住居量

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C極少

H－63号住居玩竃

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C15％、焼土5％

2　層　暗赤褐色粗砂層　Hr－FP極少、As－C10％、焼土20％

3　層　暗赤褐色細砂層　As－C極少、焼土40％

4　層　極暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C15％、焼土5％

5　層　暗赤褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％、焼土30％

6　層　暗赤褐色細砂層　焼土20％、灰混じり

H－65号住居玩

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP極少、As－C5％

2　層　黒褐色細砂層　As－C極少

4

勿〃
6

糖土5……

H－65号住居祉竃

1　層　暗赤褐色粗砂層　As－C5％、焼土30％

2　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP極少、As－C10％

3　層　黒褐色微砂層　As－C極少、焼土10％、灰混じり

4　層　暗赤褐色細砂層　As－C極少、焼土30％、灰混じり

5　層　黒褐色微砂層　焼土10％、灰中心

H－67号住居趾

1　層　暗褐色細砂層　Hr－FP10％、As－C10％

2　層　暗褐色微砂層　As－C極少

』H－66号住居趾

1　層　褐色細砂層　Hr－FP10％、As－C15％、砂層混じり

2　層　褐色微砂層　As－C5％

H－123号住居玩

1　層　褐色細砂層　Hr－FP10％、As－C20％

2　層　暗褐色微砂層　As－C極少、砂層混じり

Fig．27　H－63号住居堤
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H－68号住居肚

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

3　層　暗褐色微砂層　As－C極少

H－68号住居趾竃

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

3　層　暗赤褐色細砂層　As－C極少、焼土30％

4　層　極暗赤褐色微砂層　焼土5％、灰混じり

5　層　暗赤褐色微砂層　焼土中心、粘土混じり

H－71号住居趾竃

1　層　極暗赤褐色細砂層　As－C極少、焼土5％

H－69号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C20％、砂層混じり

H－93号住居玩

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C15％

2　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

Fig、29　H－68，71，69・93号住居趾
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H－70号住居趾

1　層　暗褐色細砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　黒褐色微砂層　Hr－FP極少、As－C5％
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1田

A’

1
％

H－72号住居趾

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

Io

　　b　　〃
　　一　　N　　藤　　　　　刈　　筥　P

A

勿

10 b 回

誌

B ◎
Pl

　lo
H－75

◎P2
　、帆

㊤
互．

旦

載

lo lo

Lニ124．7m

L＝124．5m

D　　　D〆一　3　　一

Lニ124．5m

E　　
E’

　H－75号住居祉

ム
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B　L＝124．7m

勿 勿形

1　層　暗褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％
2　層　黒褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％
3　層　暗赤褐色細砂層

　　As－C5％、焼土30％

H－75号住居趾Pl

1　層　極暗褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％
2　層　褐色細砂層

　　As－C5％、砂層混じり
3　層　暗褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C極少

i……

H－75号住居趾P2

1　層　暗褐色細砂層

　　As－C5％、砂層混じり
2　層　黒褐色細砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％
3　層　暗褐色細砂層

　　砂層混じり

ム’

B’

4　層　暗褐色細砂層　As－C5％、砂層混じり

Fig．30　H－70，72，75号住居趾
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H－73号住居量
1　層　暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

2　層　褐色細砂層　As－C極少、砂層混じり

H：一103号住居肚

1　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

2　層　暗褐色細砂層　Hr－FP5％、As－C10％
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￥
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Il

い
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い
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口
ll
甘
しし

u
ヤラ
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④

H－73号住居趾竃

1　層　暗赤褐色細砂層　As－C10％、焼土20％

2　層　極暗赤褐色細砂層　焼土10％

H－74

B’

H－103号住居趾竃

1　層　極暗赤褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As－C15％、焼土5％
2　層　暗赤褐色細砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％、焼土10％
3　層　暗赤褐色細砂層　As－C5％、焼土30％

4　層　赤黒色微砂層　焼土5％、灰混じり

H－74号住居玩

1　層　極暗褐色粗砂層　Hr－FP10％、As－C20％

2　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C10％

3　層　黒褐色微砂層　As－C極少、砂層混じり

H－74号住居趾竃

1　層　暗赤褐色細砂層　As－C10％、焼土10％

2　層　極暗赤褐色微砂層　焼土20％、灰混じり

3　層　にぶい赤褐色細砂層　As－C極少、焼土30％

4　層　褐色細砂層　焼土50％、粘土混じり

H－104号住居趾

1　層　暗褐色粗砂層　｝lr－FP5％、As－C15％

2　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％
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　　　　3　　24
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一　　　 焼土一

C　L＝124．9m　　C’

H－78号住居境
1　層　極暗褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C10％
2　層　黒褐色細砂層　As－C極少

1切

［
“

冨
卜
刈

・ヨ

、Φ

H－78号住居玩竃

1　層　暗赤褐色粗砂層　焼土40％

2　層　黒褐色細砂層

　　As－C5％、焼土10％
3　層　赤黒色細砂層

　　焼土20％、灰混じり
4　層　極暗赤褐色細砂層　焼土10％

A
－

H－82

o

A『

！

D

　　　Qピ旦〇一

H－79号住居肚

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C20％

2　層　暗赤褐色細砂層　As－C10％、焼土50％

3　層　赤黒色細砂層　焼土10％、灰混じり

4　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

⑦

D’

H－79号住居肚竃

1　層　赤褐色細砂層　As－C5％、焼土50％

2　層　極暗赤褐色細砂層　As－C5％、焼土20％

3　層　赤黒色細砂層　焼土10％、灰混じり

愚
　1中

H－82号住居坦
1　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP5％、

　　As－C10％、砂層混じり

H－82号住居趾竃

1　層　暗褐色細砂層

　　As－C5％、焼土20％
2　層　赤黒色微砂層

　　焼土5％、灰混じり
3　層　極暗赤褐色微砂層　焼土10％

A　L＝・124．7m 1
恒
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％　％
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H－82号住居趾貯蔵穴

1　層　暗褐色細砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％
2　層　黒褐色微砂層

　　As－C5％、砂層混じり
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陶
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2 A’

H－76号住居趾
1　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP5％、As－C20％

2　層　暗褐色微砂層　Hr－FP極少、As－C5％

，

F
／

砺

H－76号住居量竃

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％、焼土10％

2　層　暗赤褐色粗砂層　As－C5％、焼土60％

3　層　極暗赤褐色細砂層　焼土20％、灰混じり

H－77号住居趾
1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C15％

2　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

E　Lニ124．8m

H－83号住居趾
1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FA30％、As－C10％

2　層　極暗褐色細砂層　As－C極少

2

酬

E’

H－105号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP極少、As－C10％

2　層　黒褐色細砂層　As－C極少

H－105号住居趾竃

1　層　極暗赤褐色細砂層

　　Hr－FA10％、As－C5％、焼土10％
2　層　暗赤褐色微砂層　Hr－FA20％、焼土20％、粘土20％
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ol
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勿

H－80号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C20％

2　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C極少

H－81号住居趾

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C15％

2　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％、砂層混じり

H－81号住居趾竃

1　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C10％

2　層　暗赤褐色細砂層　As－C5％、焼土30％

3　層　極暗赤褐色微砂層　焼土10％、灰混じり

H－122号住居肚

1　層　極暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　暗褐色細砂層　As－C極少、砂層混じり

互’

H－129号住居趾竃

1　層　極暗赤褐色細砂層

　　Hr－FA10％、As－C5％、焼土10％
2　層　暗赤褐色微砂層　Hr－FA20％、焼土20％、粘土30％

Fig．34　H－80・81・122号住居趾
69
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㊨
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1》ヒ

H－84号住居趾
1　層　暗褐色粗砂層

　　Hr－FP極少、As－C10％
2　層　褐色細砂層

　　As－C極少、砂層混じり
H－84号住居趾竃

1　層　暗赤褐色細砂層

　　As－C5％、焼土15％
2　層　極暗赤褐色細砂層

　　As－C極少、焼土5％、

　　灰混じり
H－92号住居玩
1　層　暗褐色細砂層

　　Hr－FP5％、As－C15％
2　層　黒褐色微砂層　As－C極少

H－100号住居玩

1　層　暗褐色細砂層

　　Hr－FP10％、As－C10％
2　層　黒褐色微砂層

　　As－C極少、砂層混じり
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H－101号住居肚

1　層　暗褐色細砂層

　　Hr－FP10％、As－C10％
2　層　黒褐色細砂層

　　Hr－FP5％、As－C5％
3　層　黒褐色微砂層

　　Hr－FP極少、As－C3％
H－101号住居肚竃

1　層　極暗赤褐色細砂層

　　As－C10％、焼土5％
2　層　暗赤褐色細砂層

　　As－C極少、焼土40％

H－102号住居趾

1　層　暗褐色細砂層

　　Hr－FP10％、As－C15％
2　層　黒褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C10％
2a層　極暗褐色細砂層

　　As－C極少、焼土10％
3　層　黒褐色微砂層　As－C極少

E　L＝124．3mE’

　　　※
瀬

熱

　　　　　〃

H－94号住居祉
1　層　暗褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％
2　層　極暗褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％
H－95号住居趾
1　層　黒褐色粗砂層

　　Hr－FP極少、As－C極少
2　層　極暗褐色粗砂層

　　Rr－FP極少、As－C5％
3　層　暗褐色細砂層　As－C10％

H－97号住居趾
1　層　暗褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C10％
H－99号住居量

1　層　暗赤褐色細砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％
2　層　褐色細砂層　As－C3％

3　層　明褐色粗砂層

　　As－C5％、川砂混じり

D’

Fig．36　H－94，95，96，97，99号住居玩
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DL＝124．7m　　D’

1田 1切

A　L＝124．7m
耕作土

A’ E　Lニ124．7m
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繍微形％形微揚

E’
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　Db、一
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餐

H－121 ／

f
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1
1
l
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ヤ

￥
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／一
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H－106

ゆ＼．

A㌧

’

A　L＝124．9m

匝

ol

％勿
H－109号住居趾

1　層　極暗褐色粗砂層　Hr－FP10％、As－C15％

2　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

％・

：H－110号住居祉

1　層　極暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

　9
　φ
　蕊
　　　lI
　－
　o［
ざinl

H－106号住居量

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C15％

2　層　極暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C極少

H－106号住居肚竃

1　層　極暗褐色粗砂層　1｛r－FP極少、As－C10％

2　層　赤褐色粗砂層　焼土50％

3　層　暗赤褐色細砂層　As－C極少、焼土10％

4　層　極暗赤褐色細砂層　焼土25％、灰混じり

H－121号住居趾

1　層　極暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

H－110号住居量竃

1　層　暗赤褐色粗砂層　As－C10％、焼土30％

2　層　極暗赤褐色細砂層　As－C5％、焼土20％

3　層　暗赤褐色細砂層　焼土40％

H－119号住居：趾

1　層　暗褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C20％

2　層　黒褐色細砂層　Hr－FP、As－C10％

3　層　暗褐色細砂層　Hr－FP、As－Cともに極少

H－119号住居趾竃

1　層　暗褐色粗砂層　As－C5％

2　層　赤褐色細砂層　焼土50％、灰混じり

3　層　暗赤灰色微砂層　灰中心

4　層　暗赤褐色細砂層　焼土中心

…ヨ

q
薦
ヴ
II

■

ml

q

熱

Fig．37　H－lo9，H－106・121号住居趾
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H－110

　　　A
　四
　　　ゆ
D　　F’　D’

Q　　IQ　陶

熱 1叫

　　A
霧
　　㊤
　A’

D　L＝124．8m

C　L＝124．8m　C’

　　31
　　2形

　　　　旦

焼彦轍毒
E　L＝124．6m　　　　E’

1切ムL－124・8m

　　1田
　　　．A　　一い＿　　障　　”　一　　

卜一

　　N　　き
　博b懸日
　　陶

ゆ

F　L＝124．6m，

H－113

D　L＝・124．2m

42銑

諺銑

F’

1切

A’

　H－113号住居趾
　1　層　暗褐色粗砂層

　　　Hr－FP5％、As－C15％
　2　層　暗褐色粗砂層　As－C3％

　2a層　暗褐色細砂層

　　　砂層ブロック20％

　H－115
　　　　　＿＿＿＿一ノ　　　　ノー　　　ろ、　 ／肋　￥　／

D〆

A

　　1田

　　い　一”
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懸
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　　，旨
　・一介
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　ト’
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％ 嫉
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／
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／
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　／／
　’ノ
　〃
　，’
　　W－8　／1
　”
A臼
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／
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01

H－116

A7

10 1の

　L＝124．1m
』
A

＿　　　　　　W－8

　　　　　％
H－116号住居趾
1
．

層　褐色細砂層

　　Hr－FP10％、As－C20％
2　層　褐色細砂層

　　As－C極少、砂層混じり

耕作土

％
H－116号住居祉竃

1　層　極暗赤褐色粗砂層　Hr－FP5％、

　As－C5％、焼土10％
2　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、

　As－C10％、焼土5％
3　層　赤黒色細砂層

　焼土5％、灰混じり

　　　　　ム
　　　諺

H－124号住居趾

1　層　暗褐色細砂層　As－C30％

2　層　黒褐色細砂層　As－C5％

3　層　黒褐色細砂層

　As－C2％、炭化物極少

Fig．38　H－110・119，113，116・124号住居祉
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　　＼段

　　　　H－111号住居趾A’

一　　　　　　　1　層　暗褐色粗砂層

z

醸

§

醸

障

ω

ゆ

い
ll

お
倉
Oo
日

bA

4％

＼
、

、一、、
　　、ヤ、＼
　　　＼、
W－5

ノ切

炭化物

……i

H一”2

⑭

A’

D’

∫の

A’

④

A　Lニ124．8m　耕作土

　　　W－5 諺

　　Hr－FP5％、As－C15％
2　層　極暗褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％
3層暗赤褐色細砂層As－C5％、

　焼土10％、炭化物10％
4　層　黒褐色細砂層

　　As－C5％、炭化物10％

H－111号住居量P4

1　層　黒褐色細砂層　As－C極少、

　　焼土5％。炭化物5％
2　層　暗褐色細砂層

　　As－C極少、砂層混じり

H－111号住居趾竃

1　層　暗赤褐色細砂層

　　As－C5％、焼土40％
2　層　暗赤褐色微砂層

　　焼土10％、灰混じり
3　層　暗赤灰色微砂層

　　焼土30％、灰中心

H－112号住居堆

1　層　暗褐色粗砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％
2　層　暗褐色粗砂層

　　As－C10％、砂層混じり
3　層　暗褐色細砂層

　　As－C極少、焼土20％
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旨
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ド
ヨ

1田

織

ム
H一”4

㊨

A’

lo

H－114号住居玩

1　層　暗褐色細砂層　Hr－FP10％、As－C20％

2　層　暗褐色細砂層　As－C極少、砂層混じり

H－114号住居祉竃

1　層　暗赤褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C10％、焼土10％
2　層　暗赤褐色細砂層　As－C極少、焼土30％

3　層　暗赤褐色微砂層　焼土20％、灰10％、粘土混じり

C　L＝124．2m

D
＼

＼φ

　　b
㊥

陶

A　Lニ124．1m

＼笹

O’

、

D　L＝124．2m

登
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織
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冨
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目

1切

ム

H一”5

o
＼

④　　H－115号住居；趾
　　1　層　黒褐色細砂層　Hr－FP10％、

　　　　As－C20％

A’

2　層　暗褐色微砂層　Hr－FP極少、

　As－C5％、砂層混じり

H－115号住居趾竃

1　層　暗褐色細砂層

　　As－C極少、焼土極少
2　層　褐色細砂層　As－C10％、

　　焼土・炭化物極少、粘土中心

3　層　暗赤褐色細砂層　焼土20％、

　　炭化物極少、粘土中心
4　層　暗赤褐色細砂層　焼土70％

o’

＼

D　L＝124．5m

C　L＝・124．5m　　　　　C’

D’

　　履
A　L＝124．3m

肋
A’

Fig．40　H－114，115号住居堤
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C　L＝124．4m

W－8

～4

撒
H－125号住居趾

1層褐色粗砂層
　Hr－FP極少、As－C15％

H－126号住居祉

1　層　極暗褐色粗砂層

　Hr－FP5％、As－C10％、
　砂層混じり

2　層　暗褐色細砂層

　As－C5％、砂層混じり

H－126号住居量竃

1　層　にぶい黄褐色細砂層

　凝灰岩30％
2　層　暗褐色細砂層

　Hr－FP極少、As－C5％
3　層　黒褐色微砂層

　Hr－FA極少、焼土極少、
灰混じり、粘土10％

4　層　暗褐色微砂層

　Hr－FA5％、
　焼土5％、粘土20％

ム

豆’

ノ ’

　　W－8　　　　ノィ！
　　　　　　／／　　　　　，1二づ’一’
　　　，”：ンケ
　　／ブ／　　ノメー〃’
〃’

H－126

lnl

bt

隙

f
　、、

q

H－125

㊤

1

り
ll

ロ

Il

ロ

ロ
リ

n
け

“

ム’

lnI

￥

￥

．黛

ml

　　ALニ124．4m

耕作土 A’

9
団

薦
ざ
”

■

ml

　　　　　　　　　　亡　　φ／面ノ　㊤、
　　　　　　血1、煎＼ミ＼H・　　　（　　／、

　　　　　　　　　　　　　　1　　／1
　　　　　　　　　　　　1　1　11　　　　　／’・
　　　　　　　　　　　　t　l　　’1　　　　　　～ノ
　　　　　　　　　　　　l　　　　」l　　　　　　　　　　　　l　I　　“
　　　　　　　　　　　　1／ノ　　昏ぐ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、モ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、§一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、￥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0／
　　　　　　　倒
A　L＝124．4m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Al

z

撒 形

Fig．41　H－125・126，127・128・130・131号住居趾
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B　L＝124．4m

勿％

B’　C　L＝124．4m

　　　　　　W－8

％“形
W－8

C’

D　Lニ124．3m　　　　D〆

E　Lニ124．3m
E’

F　L＝124．3m　　　　F’

G　L＝124．3m
G’

H　L＝124．3m

I　L＝＝124．3m

H’

r

H－127号住居玩

1　層　極暗褐色粗砂層　Hr－FP10％、As－C5％

2　層　暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C10％、焼土5％

3　層　褐色細砂層　As－C極少、焼土5％

H－128号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C20％

2　層　極暗褐色細砂層　｝lr－FP極少、As－C5％

H－130号住居玩

1　層　暗褐色細砂層　Hr－FP5％、As－C15％

2　層　極暗褐色微砂層　｝lr－FP極少、As－C5％

D－47

　　　　ロら◎ら

D－49
レ㊨

A　Lニ123．4mA’
H－131号住居玩

1　層　褐色細砂層　Hr－FP10％、As－C15％

2　層　暗褐色細砂層　As－C極少、砂層混じり

3　層　黒褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％、灰混じり

1》

H－127号住居；趾竃

1　層　暗赤褐色細砂層　Hr－FP5％、As－C5％、焼土15％

2　層　極暗赤褐色細砂層　焼土10％、灰混じり

H－130号住居趾竃

1　層　にぶい赤褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C極少、焼土15％

2　層　暗赤褐色細砂層　As－C極少、灰混じり

H－131号住居趾竃

1　層　極暗赤褐色細砂層　Hr－FP5％、As－C10％、焼土20％

2　層　暗赤褐色細砂層　As－C極少、焼土20％、灰混じり

D－49号土坑

1　層　暗褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％
2　層　黒褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C5％
3　層　暗褐色細砂層

　　As－C極少、砂層混じり

D－51号土坑

1　層　黒褐色粗砂層

　　Hr－FP極少、As」C10％
2　層　暗褐色細砂層

　　As－C極少、砂層混じり

D－51

．◇
／

，

卜
／

A　L＝124．Om　　　A’

耕作土

0 1：60 2m

D－52

．◎彦

A　L＝124．Om　　　A’

D－52号土坑

1　層　黒褐色細砂層　Hr－FP5％、焼土5％、炭化物5％

2　層　褐灰色微砂層　焼土5％、炭化物5％、灰白色粘土30％

Fig．42　H－127・128・130・131号住居趾，　D－47，49，51，52号土坑
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（平面図）

W－6

勿

A’

ξ

、1

W－4号溝量
1　層　暗褐色細砂層　Hr－FP5％、As－C10％

2　層　暗褐色細砂層　Hr－FP極少、As－C5％

3　層　褐色微砂層　粘土混じり

W－5号溝趾
1　層　暗褐色粗砂層　As－C5％

W－6号溝肚
1　層　褐色粗砂層　Hr－FP5％、As－C20％

2　層　褐色細砂層　As－C極少、砂層混じり

耕作土

A　L＝124．6m　　l　　A’

W－7

耕作土

W－7号溝趾
1　層　暗褐色細砂層　As－C5％

2　層　暗褐色細砂層　As－C5％、砂混じり

A　L・＝124・9m
A’

W－8号溝肚
1　層　褐色細砂層

　　Hr－FP極少、As－C30％、焼土・炭化物極少

2　層　にぶい黄褐色細砂層　砂層混じり
％勿

2

A　Lニ124．4m W－8

　　　　　　0

A’

1：60 2m

（セクション図）

Fig．43W－4～8号溝量
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1－3号井戸趾

1　層　暗褐色粗砂層　As－C極少
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19930423

19931101
2，386㎡ 土地区画整理事業

所収遺跡名

大屋敷遺跡H

特記事項

種別

集落跡

主な時代

縄文時代

　～中世

主な遺構

竪穴式住居玩103軒、

溝肚5条、井戸埋：3基外

主 な 遺 物

土師器（甕壺甑高圷圷増）

須恵器（台付長頸壺大型器台甕蓋椀圷）

石製模造品、臼玉、鉄器外

須恵器台付長頸壺（住居堆より出土）

須恵器大型器台（住居杜より出土）

祭祀に係わりのある住居玩（石製模造品・土師器高圷等多数出土）

大屋敷遺跡■
平成6年3月18日　印　刷

平成6年3月25日　発　行

　　　　　　編集発行

印 刷

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

前橋市上泉町664－4
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